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は じ め に

がん検診の精度向上を一層高めるため、平成６年度に「がん検診精度確保事業」が開始されました。

その事業の一環として各がん検診に関する全ての記録を一括してまとめ、鳥取県におけるがん検診の

実態を総括する意味で平成７年３月に第１報を発刊いたしました。今回は第９報となります。

平成１０年度からはがん検診事業費が一般財源化され、市町村の自主判断に委ねられたことにより受

診率が減少傾向にあることなど、時代の推移にともなっていろいろな事態が発生しました。こうした

状況の中で、他県に先駆け、平成７年度から肝臓がん検診の実施、平成１２年９月から胃がん一次検診

における内視鏡検査の導入、講習会の強化、登録条件の見直しなど、鳥取県独自の方式により質的向

上を図っており、その結果、平成１３年度実績は僅かながら受診率が増加に転じております。

また、鳥取県母子保健対策協議会の設置に伴う母子保健推進体制の整備、平成１３年度からのアレル

ギー対策事業の導入など、新しい時代にむけての新たな取り組みも行っております。

一方、厚生労働省は平成１４年度より基本健康診査への肝炎ウイルス検査を導入することとしました。

鳥取県は従来の肝臓がん検診及び陽性者へのフォローアップ事業を継続し、新規事業と併せて行って

おります。

大腸がん一次検診においては、平成１５年度から便潜血検査１日２個法（１回の採便において、２検

体を採取する方法）を推奨することが決定しました。更に、乳がん検診においては、マンモグラフィ

併用検診を推進するために必要な読影医を増やすための講習会をマンモグラフィ検診精度管理中央委

員会との共催で平成１５年１０月に開催する予定としております。

今後益々激しく変貌していくことが予想される健康や環境の問題に素早く対処し、地域住民の「健

康で心豊かな生活」のために努力して行きたいと存じます。

本書は不備な点もあるかと思いますが、精度管理向上の一助となれば幸いです。

平成１５年３月

鳥取県健康対策協議会

会 長 長 田 昭 夫
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�．平成１３年度各がん検診事業実績



１．胃 が ん 検 診

１．胃がん検診実績
対象者数（４０歳以上のうち職域等で受診の機会がない者として各市町村が把握している人数）は

１６７，３３６人で、このうち受診者数はＸ線検査３３，９０４人、平成１２年度より導入した内視鏡検査は９，７３２人

で合計４３，６３６人であった。受診率は２６．１％であった。平成１２年度より受診者数は３，２７９人増加し、受

診率は２．７ポイント増加した。平成６年度ピークに受診率が低下傾向であったが、平成１２年度に内視

鏡検査を導入したことにより、受診率の向上につながっている。

検査の結果、胃がんまたは胃がん疑いであった者は１４８人発見され（Ｘ線検査７５人、内視鏡検査７３

人）、がん発見率は０．３４％で前年度より０．１２ポイント増加した。

Ｘ線検査でのがん発見率は０．２２％に対し、内視鏡検査でのがん発見率は０．７５％で３．４倍も高かった。

平成１２年度の全国平均は受診率１３．０％、要精検率１１．８％、がん発見率０．１８％で、鳥取県がいずれも

上回っている。

（１） Ｘ線検査は３９市町村で実施され、受診者数は３３，９０４人で、受診率は２０．２％であった。

一次検診の要精検者は４，２８６人、要精検率は１２．６％で、前年度より１．４ポイント減少した。

このうち、精密検査を受診したのは３，２１２人、精検受診率は７４．９％で、前年度より１．８ポイントも増

加した。依然として、病院の精検受診率が６３．７％と非常に低い。これは要精検者が市町村から紹介状

が来るまでに精検を受診するケースがあり、実際には精検を受診していても紹介状が提出されていな

い場合もあるのではないかということで、市町村の保健師さんに精検未受診者への受診勧奨及び結果

に努めて頂くこととなった。

精検結果は、胃がんまたは胃がん疑いであった者は７５人、胃がん発見率は０．２２％であった。

（２） 内視鏡検査は平成１２年９月より導入し、平成１３年度は２２市町村で実施した。

受診者数は９，７３２人で、検査結果は胃がんまたは胃がん疑いであった者は７３人が発見され、発見率

は０．７５０％であった。

２．胃がん検診発見胃がん追跡調査結果
平成１３年度に発見された胃がん及び胃がん疑いについて確定調査を行った結果、確定胃がんは１０９

例（一次検査がＸ線検査：車検診３４例、施設検診３３例、一次検査内視鏡検査：４２例）であった。

このうち切除例は１０７例（うち内視鏡切除１２例を含む）で、内訳は早期がん８０例、進行がん２９例で、

早期がん率は７３．４％で、平成１２年度より１．８ポイントも高かった。

性・年齢別では、男性７１例、女性３８例であった。

切除例の大きさは２�以内が４３．７％であった。車検診では５４．５％、施設検診では３１．０％、内視鏡検

査では４３．９％であった。平成１３年度は車検診で小さいものが多く見つかっている。

早期がんの肉眼分類は、内視鏡検査が増えた影響か、全国平均に比べ「�ｃ」が５３．８％を占め、進

行がんの肉眼分類ではBorr�型が３７．９％と多かった。切除例の深達度では「t１」が８０例で、そのうち

ｍが５０例であった。

また、前年度受診歴を有する進行癌は１２例であった。このうち２例は、前年度も要精検と判定され、

内視鏡検査を行った結果、所見なしであった。

３
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（１） 胃がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分
平 成
８年度

平 成
９年度

平 成
１０年度

平 成
１１年度

平成１２年度 平成１３年度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ 線 内視鏡 計

一 次 検 診

対 象 者 数（人）１８３，６６２１７５，６１２１７１，２５０１７４，０２１ １７２，８２５ １６７，３３６

受 診 者 数（人） ４４，８３１ ４４，１９２ ４１，１６５ ３９，７８３３６，７０６ ３，６５１ ４０，３５７３３，９０４ ９，７３２ ４３，６３６

受 診 率（％） ２４．４ ２５．２ ２４．０ ２２．９ ２３．４ ２６．１

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ３６，０７２ ３５，７８２ ３３，６３９ ３３，３１９３１，５５６ ２９，６１８

要 精 検（人） ８，７５９ ８，４１０ ７，５２６ ６，４６４ ５，１５０ ４，２８６

要精検者の割合（％） １９．５ １９．０ １８．３ １６．２ １４．０ １２．６

精 密 検 査
受 診 者 数（人） ６，６５９ ６，５２３ ５，６７１ ４，８９４ ３，７６６ ３，２１２

受 診 率（％） ７６．０ ７７．６ ７５．４ ７５．７ ７３．１ ７４．９

精密検査結果
胃がん又はがんの疑
い の あ る 者（人） １１４ １０３ ９５ ９０ ６４ ２３ ８７ ７５ ７３ １４８

胃がん発見率（％） ０．２５ ０．２３ ０．２３ ０．２３ ０．１７ ０．６３ ０．２２ ０．２２ ０．７５ ０．３４

追跡調査結果
確 定 が ん 数（人） １０９ ９３ ８４ ８２ ７９ １０９

確 定 が ん 率（％） ０．２４ ０．２１ ０．２０ ０．２１ ０．２０ ０．２５

（２） 平成１３年度胃がんＸ線検診

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
一 次 検 診
受診者数（人）

一 次 検 診 結 果 要精検率
（％）要精検者数 異常認めず

男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ５２６ １，０６８ ７０ ９０ ４５６ ９７８ １３．３ ８．４

４５～４９ ６７４ １，３２７ ９０ １１５ ５８４ １，２１２ １３．４ ８．７

５０～５４ ９６５ ２，４３１ １６０ ２０５ ８０５ ２，２２６ １６．６ ８．４

５５～５９ ７９７ ２，３４４ １２５ ２２４ ６７２ ２，１２０ １５．７ ９．６

６０～６４ １，６６０ ３，５２４ ２７６ ３６０ １，３８４ ３，１６４ １６．６ １０．２

６５～６９ ２，３７５ ４，３９５ ３８３ ５２８ １，９９２ ３，８６７ １６．１ １２．０

７０～７４ ２，３３７ ３，９００ ３８７ ４７８ １，９５０ ３，４２２ １６．６ １２．３

７５～７９ １，５１９ ２，２８７ ２５３ ２８２ １，２６６ ２，００５ １６．７ １２．３

８０歳以上 ７７３ １，００２ １３０ １３０ ６４３ ８７２ １６．８ １３．０

計 １１，６２６ ２２，２７８ １，８７４ ２，４１２ ９，７５２ １９，８６６ １６．１ １０．８

合 計 ３３，９０４ ４，２８６ ２９，６１８ １２．６

４



２）胃がんＸ線検診精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密検査
受診者数
（人）

精密検査
受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 胃がん発見率
（％）異常認めず その他疾病 胃がん疑い 胃 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ４３ ６１ ６１．４ ６７．８ １７ ２１ ２６ ４０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

４５～４９ ５１ ８６ ５６．７ ７４．８ １８ ３６ ３３ ４９ ０ １ ０ ０ ０．０００ ０．０７５

５０～５４ ８６ １５２ ５３．８ ７４．１ ３０ ６１ ５５ ９１ ０ ０ １ ０ ０．１０４ ０．０００

５５～５９ ７８ １６２ ６２．４ ７２．３ ２３ ６１ ５２ ９９ ０ ０ ３ ２ ０．３７６ ０．０８５

６０～６４ １９３ ２８４ ６９．９ ７８．９ ５４ １１５ １３２ １６７ ０ ０ ７ ２ ０．４２１ ０．０５７

６５～６９ ２８０ ４１４ ７３．１ ７８．４ ７３ １４６ １９９ ２６１ ２ １ ６ ６ ０．３３７ ０．１５９

７０～７４ ２９９ ３９０ ７７．３ ８１．６ ６９ １２６ ２１６ ２５６ １ ０ １３ ８ ０．５９９ ０．２０５

７５～７９ ２１２ ２３２ ８３．８ ８２．３ ５３ ７４ １５２ １５３ ０ ０ ７ ５ ０．４６１ ０．２１９

８０歳以上 ９８ ９１ ７５．４ ７０．０ １８ ２４ ７０ ６７ ０ ０ １０ ０ １．２９４ ０．０００

計 １，３４０ １，８７２ ７１．５ ７７．６ ３５５ ６６４ ９３５ １，１８３ ３ ２ ４７ ２３ ０．４３０ ０．１１２

合 計 ３，２１２ ７４．９ １，０１９ ２，１１８ ５ ７０ ０．２２１

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ７，２４４ １３，５１４ ９９６ １，１１０ ６，２４８ １２，４０４ １３．７ ８．２

中国労働衛生協会 １６９ ２８６ ２４ ２９ １４５ ２５７ １４．２ １０．１

病 院 １，４６６ ２，９６８ ３６２ ６０９ １，１０４ ２，３５９ ２４．７ ２０．５

診 療 所 ２，７４７ ５，５１０ ４９２ ６６４ ２，２５５ ４，８４６ １７．９ １２．１

計 １１，６２６ ２２，２７８ １，８７４ ２，４１２ ９，７５２ １９，８６６ １６．１ １０．８

合 計 ３３，９０４ ４，２８６ ２９，６１８ １２．６

ｂ．精密検査結果

一次検診
機 関

精密検査
受診者数
（人）

精密検査
受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 胃がん発見率
（％）異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ７４２ ９２７ ７４．５ ８３．５ １９６ ３３０ ５１９ ５８６ ３ １ ２４ １０ ０．３７３ ０．０８１

中国労働衛生協会 １８ ２９ ７５．０ １００．０ ５ １１ １３ １６ ０ ０ ０ ２ ０．０００ ０．６９９

病 院 ２１９ ４００ ６０．５ ６５．７ ７５ １７４ １３９ ２２０ ０ １ ５ ５ ０．３４１ ０．２０２

診 療 所 ３６１ ５１６ ７３．４ ７７．７ ７９ １４９ ２６４ ３６１ ０ ０ １８ ６ ０．６５５ ０．１０９

計 １，３４０ １，８７２ ７１．５ ７７．６ ３５５ ６６４ ９３５ １，１８３ ３ ２ ４７ ２３ ０．４３０ ０．１１２

合 計 ３，２１２ ７４．９ １，０１９ ２，１１８ ５ ７０ ０．２２１

５
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（３） 平成１３年度胃がん内視鏡検診

１）年齢階級別結果

年 齢

一次検診
受診者数
（人）

検 査 結 果 胃がん発見率
（％）異常認めず その他疾病 胃がん疑い 胃 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ １２０ １７７ ４９ ９５ ７０ ８２ １ ０ ０ ０ ０．８３３ ０．０００

４５～４９ １２７ ２１０ ７０ １２８ ５７ ８２ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

５０～５４ ２５７ ４６８ １２９ ２４８ １２７ ２１７ １ １ ０ ２ ０．３８９ ０．６４１

５５～５９ ２０３ ５１７ １０１ ３０２ １００ ２１４ ２ ０ ０ １ ０．９８５ ０．１９３

６０～６４ ４６３ ９１７ ２４１ ５０６ ２１７ ４０７ ２ １ ３ ３ １．０８０ ０．４３６

６５～６９ ８０５ １，２４２ ３７５ ６６９ ４２２ ５７２ ０ ０ ８ １ ０．９９４ ０．０８１

７０～７４ ８６７ １，１８３ ４００ ６２８ ４６０ ５４９ ３ ２ ４ ４ ０．８０７ ０．５０７

７５～７９ ５６１ ７７６ ２５３ ３７８ ２９６ ３９１ ４ ３ ８ ４ ２．１３９ ０．９０２

８０歳以上 ３１４ ５２５ １５７ ２８３ １４５ ２３９ ４ ２ ８ １ ３．８２２ ０．５７１

計 ３，７１７ ６，０１５ １，７７５ ３，２３７ １，８９４ ２，７５３ １７ ９ ３１ １６ １．２９１ ０．４１６

合 計 ９，７３２ ５，０１２ ４，６４７ ２６ ４７ ０．７５０

２）検診機関別結果

検診機関

一次検診
受診者数
（人）

検 査 結 果 胃がん発見率
（％）異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

病 院 １，１６６ １，５７２ ４７４ ７０９ ６７２ ８５７ １２ ４ ８ ２ １．７１５ ０．３８２

診 療 所 ２，５５１ ４，４４３ １，３０１ ２，５２８ １，２２２ １，８９６ ５ ５ ２３ １４ １．０９８ ０．４２８

計 ３，７１７ ６，０１５ １，７７５ ３，２３７ １，８９４ ２，７５３ １７ ９ ３１ １６ １．２９１ ０．４１６

合 計 ９，７３２ ５，０１２ ４，６４７ ２６ ４７ ０．７５０

７



３）平成１３年度胃がん内視鏡検診受診状況

市 町 村 名

検 査 結 果 別 人 員
がん発見率
（％）

Ｇ＝（Ｄ＋Ｅ）／Ａ
受 診 者 数

Ａ

異常認めず

Ｂ

そ の 他 の
疾 病

Ｃ

が ん 疑 い

Ｄ

が ん

Ｅ

異常者総計

Ｆ＝Ｃ＋Ｄ＋Ｅ

鳥 取 市 ２，９０４ １，０９６ １，７７７ １７ １４ １，８０８ １．０６７

米 子 市 ４，１１３ ２，３１６ １，７６８ ４ ２５ １，７９７ ０．７０５

倉 吉 市 ３８３ ２６１ １２０ ０ ２ １２２ ０．５２２

境 港 市 ９４６ ５７９ ３６４ １ ２ ３６７ ０．３１７

国 府 町 ３９ １７ ２２ ０ ０ ２２ ０．０００

岩 美 町 ８９ ４１ ４８ ０ ０ ４８ ０．０００

福 部 村 ６０ ２９ ３１ ０ ０ ３１ ０．０００

郡 家 町 ４１ １２ ２９ ０ ０ ２９ ０．０００

船 岡 町 ―

河 原 町 ６５ １３ ５２ ０ ０ ５２ ０．０００

八 東 町 ―

若 桜 町 ―

用 瀬 町 ―

佐 治 村 １６６ １３９ ２７ ０ ０ ２７ ０．０００

智 頭 町 ５３ １９ ３１ ３ ０ ３４ ５．６６０

気 高 町 １８６ ６２ １２４ ０ ０ １２４ ０．０００

鹿 野 町 １５５ １４４ １１ ０ ０ １１ ０．０００

青 谷 町 ―

羽 合 町 ２０ １１ ９ ０ ０ ９ ０．０００

泊 村 １３１ １１２ １９ ０ ０ １９ ０．０００

東 郷 町 ２３ １２ １１ ０ ０ １１ ０．０００

三 朝 町 ―

関 金 町 ―

北 条 町 ８６ ３１ ５４ １ ０ ５５ １．１６３

大 栄 町 ―

東 伯 町 ―

赤 碕 町 ２４ ５ １９ ０ ０ １９ ０．０００

西 伯 町 ―

会 見 町 ―

岸 本 町 ―

日 吉 津 村 ―

淀 江 町 ７５ １３ ５９ ０ ３ ６２ ４．０００

大 山 町 ２９ １１ １７ ０ １ １８ ３．４４８

名 和 町 ―

中 山 町 ―

日 南 町 ２２ １４ ８ ０ ０ ８ ０．０００

日 野 町 ―

江 府 町 ―

溝 口 町 １２２ ７５ ４７ ０ ０ ４７ ０．０００

合 計 ９，７３２ ５，０１２ ４，６４７ ２６ ４７ ４，７２０ ０．７５０

８



（４） 平成１３年度胃がん検診受診状況（Ｘ線＋内視鏡）

市町村名
対象者数

Ａ

受 診 者 数 Ｘ線検診精密検査及内視鏡検診結果別人員

Ｘ 線
受診者
Ｂ

内視鏡
受診者
Ｃ

計

Ｄ＝Ｂ＋Ｃ

受診率
（％）
Ｅ＝Ｄ／Ａ

異 常
認めず
Ｆ

その他
の疾病
Ｇ

が ん
疑 い
Ｈ

が ん

Ｉ

異常者
総 計
Ｊ＝Ｇ＋Ｈ＋Ｉ

がん発見率
（％）

Ｋ＝（Ｈ＋Ｉ）／Ｄ

鳥 取 市 ３８，０００ ５，１４０ ２，９０４ ８，０４４ ２１．２ １，２８６ ２，０９７ １７ ３５ ２，１４９ ０．６４６

米 子 市 ３９，０９５ ５，０４９ ４，１１３ ９，１６２ ２３．４ ２，４６６ ２，１９２ ４ ３５ ２，２３１ ０．４２６

倉 吉 市 １１，６６８ １，５９１ ３８３ １，９７４ １６．９ ３０１ ２５０ ０ ３ ２５３ ０．１５２

境 港 市 １１，６３１ １，１６９ ９４６ ２，１１５ １８．２ ６１０ ４７５ ３ ５ ４８３ ０．３７８

国 府 町 ９８２ ６２７ ３９ ６６６ ６７．８ ２９ ５０ ０ １ ５１ ０．１５０

岩 美 町 ２，９４０ １，００６ ８９ １，０９５ ３７．２ ９４ ８６ ０ ２ ８８ ０．１８３

福 部 村 ９０３ ２６１ ６０ ３２１ ３５．５ ３３ ４２ ０ ０ ４２ ０．０００

郡 家 町 １，５１７ ８０２ ４１ ８４３ ５５．６ ３８ ６３ ０ ０ ６３ ０．０００

船 岡 町 １，４４３ ５１４ ０ ５１４ ３５．６ １９ １６ ０ １ １７ ０．１９５

河 原 町 ２，６９９ ６６３ ６５ ７２８ ２７．０ ３８ ８８ ０ ０ ８８ ０．０００

八 東 町 １，６６４ ６４９ ０ ６４９ ３９．０ ８ ４５ ０ １ ４６ ０．１５４

若 桜 町 ８９５ ４７１ ０ ４７１ ５２．６ １６ ２３ ０ ２ ２５ ０．４２５

用 瀬 町 １，３８０ ３０８ ０ ３０８ ２２．３ ６ １９ ０ ０ １９ ０．０００

佐 治 村 １，１２０ ２６３ １６６ ４２９ ３８．３ １４５ ３４ ０ ０ ３４ ０．０００

智 頭 町 ２，９６０ １，１９１ ５３ １，２４４ ４２．０ ４２ ８４ ３ ２ ８９ ０．４０２

気 高 町 ２，１０２ ８８３ １８６ １，０６９ ５０．９ １０７ １８７ ０ ３ １９０ ０．２８１

鹿 野 町 １，５８０ ５９５ １５５ ７５０ ４７．５ １５８ ３１ ０ １ ３２ ０．１３３

青 谷 町 ３，０７１ ８２４ ０ ８２４ ２６．８ ２９ ３０ ０ ２ ３２ ０．２４３

羽 合 町 ９７６ ５６６ ２０ ５８６ ６０．０ １９ ６１ ０ ２ ６３ ０．３４１

泊 村 ６５８ １２２ １３１ ２５３ ３８．４ １２３ ２６ ０ ０ ２６ ０．０００

東 郷 町 １，９１５ ４８２ ２３ ５０５ ２６．４ ２４ ２９ ０ ２ ３１ ０．３９６

三 朝 町 １，６２６ ６２１ ０ ６２１ ３８．２ ８ ４８ ０ ０ ４８ ０．０００

関 金 町 １，７９１ ４５８ ０ ４５８ ２５．６ １１ ２７ ０ ０ ２７ ０．０００

北 条 町 ２，０７３ ５２４ ８６ ６１０ ２９．４ ４９ ７９ １ １ ８１ ０．３２８

大 栄 町 ２，０６６ ８６９ ０ ８６９ ４２．１ ３４ ４３ ０ ２ ４５ ０．２３０

東 伯 町 ４，２３９ １，１９２ ０ １，１９２ ２８．１ ３５ ６８ １ １ ７０ ０．１６８

赤 碕 町 ２，７４７ ７７２ ２４ ７９６ ２９．０ １９ ５９ ０ １ ６０ ０．１２６

西 伯 町 １，８３１ ５６３ ０ ５６３ ３０．７ ８ ４６ ０ １ ４７ ０．１７８

会 見 町 １，７７１ ３１４ ０ ３１４ １７．７ １０ １３ ０ ２ １５ ０．６３７

岸 本 町 ３，１００ ６００ ０ ６００ １９．４ ８ ３４ ０ １ ３５ ０．１６７

日吉津村 ４７６ ２２５ ０ ２２５ ４７．３ ５ １０ ０ ０ １０ ０．０００

淀 江 町 ３，５７７ ６３４ ７５ ７０９ １９．８ ２６ １０９ ０ ４ １１３ ０．５６４

大 山 町 ２，１２６ ５２６ ２９ ５５５ ２６．１ １８ ４６ ０ １ ４７ ０．１８０

名 和 町 １，１８２ ４２７ ０ ４２７ ３６．１ １２ １６ １ ０ １７ ０．２３４

中 山 町 １，３４４ ４７７ ０ ４７７ ３５．５ ７ ４０ ０ ０ ４０ ０．０００

日 南 町 ３，３２９ ９２７ ２２ ９４９ ２８．５ ７２ ６２ １ ３ ６６ ０．４２１

日 野 町 １，３８８ ５６７ ０ ５６７ ４０．９ ５ ３２ ０ １ ３３ ０．１７６

江 府 町 ２，１５５ ４７０ ０ ４７０ ２１．８ １６ ２９ ０ ２ ３１ ０．４２６

溝 口 町 １，３１６ ５６２ １２２ ６８４ ５２．０ ９７ ７６ ０ ０ ７６ ０．０００

合 計 １６７，３３６ ３３，９０４ ９，７３２ ４３，６３６ ２６．１ ６，０３１ ６，７６５ ３１ １１７ ６，９１３ ０．３３９

９



（５） 平成１３年度胃がん検診発見胃がん患者追跡調査報告

表１ 報告胃がん追跡調査

地 区

検診別

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

確 定 胃 癌 １３ ２１ １３ ９ ０ ２ １２ １２ ２７ １０９

発 見 率 ４７（０．２６２） １１（０．１４０） ５２（０．２９２） ０．２５０

早 期 癌

（％）

１０ １４ １０ ８ ０ ２ ８ ８ ２０ ８０

（７３．４）３４（７２．３） １０（９０．９） ３６（６９．２）

進 行 癌 ３ ７ ３ １ ０ ０ ４ ４ ７ ２９

切 除 例 １３ ２０ １３ ９ ０ ２ １２ １２ ２６ １０７

非 切 除 例 ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２

手術拒否……１ 手術不能……１

EMR：東（５）、中（３）、西（４）

表２ 性・年齢別

４０―４９ ５０―５９ ６０―６９ ７０―７９ ８０― 計

男 ０ ４ １９ ３１ １６ ７０＋１

女 ０ ５ １２ １９ ２ ３８

表３ 早期がんの肉眼分類

東 部 中 部 西 部

計（％）
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診

� １ １ １ ０ ０ ０ ０ ３ ４ １０（１２．５）

�ａ １ １ １ ４ ０ ０ ０ ２ ０ ９（１１．２）

�ｃ ４ ９ ６ ２ ０ ２ ６ ２ １２ ４３（５３．８）

�ｃ＋� ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ２（２．５）

�ａ＋�ｃ ３ ２ ０ １ ０ ０ １ １ １ ９（１１．２）

そ の 他 １ １ ２ １ ０ ０ ０ ０ ２ ７（８．８）

計 １０ １４ １０ ８ ０ ２ ８ ８ ２０ ８０

１０



表４ 進行がんの肉眼分類

東 部 中 部 西 部

計（％）
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診

１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０（０．０）

２ ０ ２ １ ０ ０ ０ ３ ３ ２ １１（３７．９）

３ １ １ １ ０ ０ ０ １ ０ ２ ６（２０．７）

４ ２ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ４（１３．８）

５ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ １ ３ ６（２０．７）

不 明 ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２（６．７）

計 ３ ７ ３ １ ０ ０ ４ ４ ７ ２９

表５ 切除例の深達度

東 部 中 部 西 部

計
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診

ｔ１ １０ １４ １０ ８ ０ ２ ８ ８ ２０ ８０

ｍ ５ １１ ４ ５ ０ ２ ６ ６ １１ ５０

ｔ２ １ ３ ２ ０ ０ ０ ４ ３ ４ １７

ｔ３ ２ ２ １ １ ０ ０ ０ １ ２ ９

ｔ４ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２

計 １３ ２０ １３ ９ ０ ２ １２ １２ ２７ １０８

不 明 ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

表６ 切除例の大きさ

� ～１０ １１～２０ 小計（％） ２１～５０ ５１～ 計 不 明

車 検 診 ４ １４ １８（５４．５） ９ ６ ３３ １

施 設 検 診 ３ ６ ９（３１．０） １２ ８ ２９ ４

内 視 鏡 検 診 ７ １１ １８（４３．９） １８ ５ ４１ １

計 １４ ３１ ４５（４３．７） ３９ １９ １０３ ６
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表７―１ 早期癌の占拠部位

部 位 車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診 部 位 車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ ５ ０ ７ 小 弯 １３ ９ ５

Ｍ １２ １１ １２ 大 弯 ２ ４ ５

Ｌ ９ １０ １２ 前 壁 ４ ４ １０

全 体 ０ ０ ０ 後 壁 ７ ４ １１

計 ２６ ２１ ３１ 全 周 ０ ０ ０

不 明 ０ １ １ 計 ２６ ２１ ３１

不 明 ０ １ １

表７―２ 進行癌の占拠部位

部 位 車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診 部 位 車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ １ ３ ３ 小 弯 １ ２ ６

Ｍ ３ ６ ５ 大 弯 １ ２ ０

Ｌ ３ ０ １ 前 壁 １ ０ １

全 体 １ １ １ 後 壁 ２ ５ １

計 ８ １０ １０ 全 周 ３ １ ２

計 ８ １０ １０不 明 ０ １ ０

不 明 ０ １ ０

表８ 前年度受診歴を有する進行癌症例

地 区 検 診 歳 性 型 深達度 組織型 大きさ（�） 占拠部位

東 部

車 検 診 ６４ 男 ４ t３（se） Por２ ３０×１００ MU全周

施 設 検 診 ７２ 女 ５ t２（mp） Por２ ２５×３５ Ｍ後壁

施 設 検 診 ７２ 男 ２ t２（ss） Tub２ ４５×６０ MU大弯

施 設 検 診 ７９ 男 ２ t４（si） pap ４０×４５ Ｕ大弯後壁

内視鏡検診 ７５ 男 ５ t２（mp） sig ２０×３５ Ｍ小弯

内視鏡検診 ７７ 男 ２ t２（mp） Tub１ ４０×７５ UNL全周

西 部

車 検 診 ６７ 女 ２ t２（mp） Por２ １５×２５ Ｕ後壁

車 検 診 ７２ 男 ２ t２（mp） Tub２ ２５×２５ Ｌ前壁

車 検 診 ７６ 男 ３ t２（？） Tub２ ４０×６０ ML大弯

車 検 診 ７７ 女 ２ t２（ss） Por１ ６０×９０ Ｌ小弯

施 設 検 診 ７４ 女 ２ t２（mp） Por１ ２５×３０ Ｍ小弯

内視鏡検診 ８２ 男 ５ t２（mp） Por１ ２８×３０ Ｕ後壁
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２．子 宮 が ん 検 診

１．子宮がん検診実績
平成１３年度の対象者数（３０歳以上の女性のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握

している人数）は１２１，３２６人で、このうち受診者数は２６，４８６人（「頸部のみ」２５，８２２人、「頸部＋体部」

６６４人）で受診率は２１．８％であった。平成１２年度より対象者は３，３３６人、受診者数は６８９人増加し、受

診率は１．１ポイント増加した。受診者率は２年続けて増加している。

また、一次検診受診者の経年受診率は８１．１％であった。

要精検者数は１４８人（車検診：５０人、施設検診：９８人）、要精検率は０．５６％で前年度より０．１３ポイン

ト増加した。

このうち、精密検査を受診したのは１２４人、精検受診率は８３．８％で前年度より０．２ポイント増加した。

精検結果は、子宮がん８人、異形成４１人の合計４９人であり、子宮がん発見率は０．１９％で、前年度よ

り０．０４ポイント増加した。

年代別にみると受診率は４０～４４歳が高く、要精検率、がん発生率は３０～３９歳が高かった。

２．子宮体部がん検診
子宮がん検診受診者数２６，４８６人中、体部がん検診対象者数は７８５人で、一次検診会場での受診者は

６６４人、また一次検診会場で受診できず医療機関で別途検査した者が７９人で、受診者の合計は７４３人で、

受診率は９４．６％であった。

一次検診の結果、要精検となった者は３７人、要精検率５．５７％で、精検受診者数３４人、精検受診率は

９１．９％であった。

精検の結果、子宮体部がんは一次検診会場の受診者から２人、医療機関での検査受診者からはがん

は発見されなかった。子宮内膜増殖症は一次検診会場での受診者からは６人、医療機関での検査受診

者から２人、計８人が発見された。がん発見率は１．３５％であった。

体部がん検診の受診者は年々僅かながら増えているが、子宮がんの３５％は体部がんが占めると言わ

れていることからすると、まだまだ受診者が少ないので、受診勧奨する必要がある。

３．子宮がん検診発見子宮がん追跡調査果
平成１３年度は子宮頚部がん８名、異形成４１名であった。�ｂ期以上が３例で、全て初回受診者で

あった。平成１２年度は�ｂ期以上が６例で、そのうち初回受診者は５例であった。

また、子宮体部がんが２例、子宮内膜増殖症は９例であった。
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（２） 平成１３年度子宮頸部がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢 対象者数
（人）

一次検診受診
者数 （人）

受診率
（％）

一次検診結果 要精検率
（％）要精検者数 異常認めず

３０～３４ ７，３２２ １，３２７ １８．１ １５ １，３１２ １．１３

３５～３９ ７，５０７ １，７４７ ２３．３ ２３ １，７２４ １．３２

４０～４４ ７，９３７ ２，４６３ ３１．０ １８ ２，４４５ ０．７３

４５～４９ ９，３５８ ２，４８１ ２６．５ ２０ ２，４６１ ０．８１

５０～５４ １１，１４７ ３，４３０ ３０．８ １７ ３，４１３ ０．５０

５５～５９ １０，９２１ ２，７８６ ２５．５ １６ ２，７７０ ０．５７

６０～６４ １４，０６６ ３，７９５ ２７．０ １３ ３，７８２ ０．３４

６５～６９ １４，８００ ４，０８５ ２７．６ １５ ４，０７０ ０．３７

７０歳以上 ３８，２６８ ４，３７２ １１．４ １１ ４，３６１ ０．２５

計 １２１，３２６ ２６，４８６ ２１．８ １４８ ２６，３３８ ０．５６

（１） 子宮頚部がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平成８年度 平成９年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） １３２，８６５ １２７，３８６ １２４，４８６ １２６，１０３ １２４，６６２ １２１，３２６

受 診 者 数（人） ２９，４８６ ２８，９５３ ２６，７８７ ２５，８７４ ２５，７９７ ２６，４８６

受 診 率（％） ２２．２ ２２．７ ２１．５ ２０．５ ２０．７ ２１．８

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ２９，３２３ ２８，８３２ ２６，６７４ ２５，７３７ ２５，６８７ ２６，３３８

要 精 検（人） １６３ １２１ １１３ １３７ １１０ １４８

要 精 検 者 の 割 合（％） ０．５５ ０．４２ ０．４２ ０．５３ ０．４３ ０．５６

精 密 検 査
受 診 者 数（人） １４５ １０３ ９１ １１２ ９２ １２４

受 診 率（％） ８９．０ ８５．１ ８０．５ ８１．８ ８３．６ ８３．８

精密検査結果

子宮がん又は異形成の者
（人） ５６ ４７ ４２ ５９ ３９ ４９

精検受診者に占めるが
ん・がん疑いの割合（％） ３８．６ ４５．６ ４６．２ ５２．７ ４２．４ ３９．５

子 宮 が ん 発 見 率（％） ０．１９ ０．１６ ０．１６ ０．２３ ０．１５ ０．１９

追跡調査結果
確 定 が ん 数（人） １９ １１ ５ １９ １０ ８

確 定 が ん 率（％） ０．０６ ０．０４ ０．０２ ０．０７ ０．０４ ０．０３
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２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査受

診者数（人）

精密検査受

診率 （％）

精 密 検 査 結 果 子宮がん発

見率 （％）異常認めず その他の疾病 異形成 子宮がん

３０ ～ ３４ １４ ９３．３ ４ ２ ７ １ ０．６０３

３５ ～ ３９ １７ ７３．９ ５ ４ ７ １ ０．４５８

４０ ～ ４４ １７ ９４．４ ４ ３ ８ ２ ０．４０６

４５ ～ ４９ １７ ８５．０ ７ ３ ４ ３ ０．２８２

５０ ～ ５４ １６ ９４．１ １０ ５ １ ０ ０．０２９

５５ ～ ５９ １５ ９３．８ ８ ２ ５ ０ ０．１７９

６０ ～ ６４ ６ ４６．２ １ ３ ２ ０ ０．０５３

６５ ～ ６９ １１ ７３．３ ３ ３ ４ １ ０．１２２

７０歳 以 上 １１ １００．０ ３ ５ ３ ０ ０．０６９

計 １２４ ８３．８ ４５ ３０ ４１ ８ ０．１８５

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

保健事業団 １２，２１６ ５０ １２，１６６ ０．４１

病 院 ５，８５１ ３４ ５，８１７ ０．５８

診 療 所 ８，４１９ ６４ ８，３５５ ０．７６

計 ２６，４８６ １４８ ２６，３３８ ０．５６

ｂ．精密検査結果

一次検診

機 関

精密検査受

診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 子 宮 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 異形成 子宮がん

保健事業団 ４０ ８０．０ １５ １３ １１ １ ０．０９８

病 院 ３１ ９１．２ １２ ７ １０ ２ ０．２０５

診 療 所 ５３ ８２．８ １８ １０ ２０ ５ ０．２９７

計 １２４ ８３．８ ４５ ３０ ４１ ８ ０．１８５
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原
町

１
，９
４７

３５
４

１２
９

４８
３

２４
．８

３
１

４
０
．８

３
７５
．０

１
１

１
０

２
０
．２
０７

八
東
町

１
，１
３０

３６
５

３６
５

３２
．３

１
１

０
．３

１
１０
０
．０

０
１

０
０

１
０
．０
００

若
桜
町

７０
５

４３
６

４３
６

６１
．８

３
３

０
．７

２
６６
．７

１
１

０
０

１
０
．０
００

用
瀬
町

９２
７

１０
９

１１
０

２１
９

２３
．６

１
０

１
０
．５

０
０
．０

０
０
．０
００

佐
治
村

７２
１

２１
２

４１
２５
３

３５
．１

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

智
頭
町

１
，８
５５

５６
６

１３
１

６９
７

３７
．６

１
４

５
０
．７

５
１０
０
．０

２
２

１
０

３
０
．１
４３

気
高
町

１
，５
０１

８１
４１
５

４９
６

３３
．０

０
１

１
０
．２

１
１０
０
．０

０
０

１
０

１
０
．２
０２

鹿
野
町

１
，０
０２

１６
２

１１
０

２７
２

２７
．１

１
１

２
０
．７

１
５０
．０

０
１

０
０

１
０
．０
００

青
谷
町

２
，１
９１

２４
３

５５
２９
８

１３
．６

１
２

３
１
．０

２
６６
．７

０
１

１
０

２
０
．３
３６

羽
合
町

９０
９

１３
６

３０
８

４４
４

４８
．８

０
２

２
０
．５

１
５０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

泊
村

４８
４

１４
６

６６
２１
２

４３
．８

０
１

１
０
．５

１
１０
０
．０

０
１

０
０

１
０
．０
００

東
郷
町

１
，３
３７

１６
１

１３
８

２９
９

２２
．４

０
３

３
１
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

三
朝
町

１
，３
０５

４５
８

４５
８

３５
．１

２
２

０
．４

１
５０
．０

０
０

１
０

１
０
．２
１８

関
金
町

１
，２
８４

３６
１

３６
１

２８
．１

０
０

０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

北
条
町

１
，６
３４

３７
３

８９
４６
２

２８
．３

１
３

４
０
．９

２
５０
．０

１
１

０
０

１
０
．０
００

大
栄
町

１
，５
４７

９１
４

９１
４

５９
．１

３
３

０
．３

３
１０
０
．０

０
１

２
０

３
０
．２
１９

東
伯
町

２
，７
２０

８４
８

８４
８

３１
．２

５
５

０
．６

３
６０
．０

１
２

０
０

２
０
．０
００

赤
碕
町

１
，９
８９

５４
７

２５
５７
２

２８
．８

２
０

２
０
．３

２
１０
０
．０

１
０

１
０

１
０
．１
７５

西
伯
町

１
，１
８６

２６
７

２６
７

２２
．５

０
０

０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

会
見
町

１
，０
４２

２０
９

２２
２３
１

２２
．２

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

岸
本
町

２
，３
３０

３９
１

１３
３

５２
４

２２
．５

３
０

３
０
．６

３
１０
０
．０

１
０

２
０

２
０
．３
８２

日
吉
津
村

４７
６

３６
２３
７

２７
３

５７
．４

０
１

１
０
．４

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

淀
江
町

２
，５
５３

６３
５０
６

５６
９

２２
．３

１
０

１
０
．２

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

大
山
町

１
，４
８９

３３
６

２５
３６
１

２４
．２

１
１

２
０
．６

２
１０
０
．０

１
１

０
０

１
０
．０
００

名
和
町

１
，０
３５

１１
５

２６
７

３８
２

３６
．９

１
０

１
０
．３

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

中
山
町

７４
８

２０
３

４７
２５
０

３３
．４

３
０

３
１
．２

２
６６
．７

２
０

０
０

０
０
．０
００

日
南
町

１
，７
８６

５３
９

５３
９

３０
．２

３
３

０
．６

３
１０
０
．０

２
０

０
１

１
０
．１
８６

日
野
町

９７
２

３５
９

４６
４０
５

４１
．７

１
０

１
０
．２

１
１０
０
．０

０
０

１
０

１
０
．２
４７

江
府
町

１
，４
１０

４
３５
２

３５
６

２５
．２

０
１

１
０
．３

１
１０
０
．０

０
０

１
０

１
０
．２
８１

溝
口
町

７３
４

３３
５

１２
８

４６
３

６３
．１

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

合
計
１２
１
，３
２６

１２
，２
１６

１４
，２
７０

２６
，４
８６

２１
．８

５０
９８

１４
８

０
．６

１２
４

８３
．８

４５
３０

４１
８

７９
０
．１
８５
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受診率・精検受診率�

H.８� H.９� H.11H.10 H.12 H.13

受診率（保健事業＋医療）� 精検受診率（保健事業）�

86.9

72.7

91.9

77.3

81.0

94.6

93.9

95.5

94.3
91.4

94.1

72.7

1

3

5

7

2

4

6

8
％�

要精検率・がん発見率�

H.８� H.９� H.11H.10 H.12 H.13

がん発見率（保健事業＋医療）� 要精検率（保健事業）�

2.35
2.89

2.19

2.21

1.26

5.57

2.3

2.93

5.23
5.95

4.81

1.35

（３） 子宮体部がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分
平 成 ８ 年 度 平 成 ９ 年 度 平 成１０年 度

保 健
事業分 医療分 合計 保 健

事業分 医療分 合計 保 健
事業分 医療分 合計

一 次 検 診

対 象 者 数（人） ４９０ ４９０ ５２４ ５２４ ４０４ ４０４

受 診 者 数（人） ３７５ ５１ ４２６ ４２１ ５８ ４７９ ３５３ ２８ ３８１

受 診 率（％） ７６．５ ８６．９ ８０．３ ９１．４ ８７．４ ９４．３

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ３６４ ３９９ ３３２

要 精 検（人） １１ ２２ ２１

要精検者の割合（％） ２．９３ ５．２３ ５．９５

精 密 検 査
受 診 者 数（人） ８ １７ １７

受 診 率（％） ７２．７ ７７．３ ８１．０

精密検査結果
子宮がん又はがんの
疑いのある者 （人） ３ ７ １０ ８ ３ １１ ６ ５ １１

子宮がん発見率（％） ０．８０ １３．７３ ２．３５ １．９０ ５．１７ ２．３０ １．７０ １７．８６ ２．８９

区 分
平 成１１年 度 平 成１２年 度 平 成１３年 度

保 健
事業分 医療分 合計 保 健

事業分 医療分 合計 保 健
事業分 医療分 合計

一 次 検 診

対 象 者 数（人） ５０６ ５０６ ６２６ ６２６ ７８５ ７８５

受 診 者 数（人） ４５７ １８ ４７５ ５０２ ８７ ５８９ ６６４ ７９ ７４３

受 診 率（％） ９０．３ ９３．９ ８０．２ ９４．１ ８４．６ ９４．６

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ４３５ ４９１ ６２７

要 精 検（人） ２２ １１ ３７

要精検者の割合（％） ４．８１ ２．１９ ５．５７

精 密 検 査
受 診 者 数（人） ２１ ８ ３４

受 診 率（％） ９５．５ ７２．７ ９１．９

精密検査結果
子宮がん又はがんの
疑いのある者 （人） ５ １ ６ ２ １１ １３ ８ ２ １０

子宮がん発見率（％） １．０９ ５．５６ １．２６ ０．４０ １２．６４ ２．２１ １．２０ ２．５３ １．３５

※「保健事業分」については医療機関検診及び集団検診において検診を受けた者、「医療分」については集団検診で
当日体部がん検診を受けられず、後日医療機関で受診した者です。

※全体の対象者は平成８年度から集計を行っているため、それ以前の受診率は算出できません。
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２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢 精密検査受
診者数（人）

精 密 検 査 結 果 子 宮 が ん
発見率（％）異常認めず その他の疾病 子宮内膜増殖症 子宮体部がん

３０～３４ １ １ ０ ０ ０ ０．００

３５～３９ １ ０ ０ １ ０ １．７９

４０～４４ ８ ３ ３ ２ ０ １．７９

４５～４９ ７ ２ ３ ２ ０ １．３１

５０～５４ １５ １０ ２ １ ２ １．８１

５５～５９ １ １ ０ ０ ０ ０．００

６０～６４ １ １ ０ ０ ０ ０．００

６５～６９ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

７０歳以上 ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

計 ３４ １８ ８ ６ ２ １．２０

３）一次検診会場で子宮体部がん検診を受診できなかった者の結果（年齢階級別）

年 齢 体部がん検査
受 診 者 数

検 査 結 果

異常認めず その他の疾病 子宮内膜増殖症 子宮体部がん

３０～３４ ０ ０ ０ ０ ０

３５～３９ １ ０ １ ０ ０

４０～４４ ５ ４ １ ０ ０

４５～４９ ４ ３ ０ １ ０

５０～５４ ３６ ２８ ７ １ ０

５５～５９ ９ ７ ２ ０ ０

６０～６４ ８ ８ ０ ０ ０

６５～６９ ５ ４ １ ０ ０

７０歳以上 １１ ９ ２ ０ ０

計 ７９ ６３ １４ ２ ０

（４） 平成１３年度子宮体部がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢 体 部 が ん
検診対象者

一次検診受
診者数（人） 受診率（％）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要精検者数 異常認めず 判 定 不 能

３０～３４ ２３ ２０ ８７．０ １ １９ ０ ５．００

３５～３９ ５９ ５６ ９４．９ ２ ５４ ０ ３．５７

４０～４４ １１９ １１２ ９４．１ ８ １０３ １ ７．１４

４５～４９ １５９ １５３ ９６．２ ８ １４４ １ ５．２３

５０～５４ ２１７ １６６ ７６．５ １６ １５０ ０ ９．６４

５５～５９ ８６ ６８ ７９．１ １ ６６ １ １．４７

６０～６４ ５０ ３８ ７６．０ １ ３４ ３ ２．６３

６５～６９ ４３ ３３ ７６．７ ０ ３１ ２ ０．００

７０歳以上 ２９ １８ ６２．１ ０ １５ ３ ０．００

計 ７８５ ６６４ ８４．６ ３７ ６１６ １１ ５．５７
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平
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年
度
子
宮
体
部
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ん
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診
受
診
状
況

市
町

村
名

対
象
者
数

Ａ

受
診
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数

要
精
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検

査
者

検
査

結
果

別
人

員
車
検
診

Ｂ

施
設
検
診

Ｃ

計

Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ

受
診
率

（
％
）

Ｅ
＝
Ｄ

／Ａ

車
検
診

Ｆ

施
設
検
診

Ｇ

計

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ

要
精
検
率

（
％
）

Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

精
検
受

診
者
数
Ｊ

精
検
受
診

率
（
％
）

Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

異
常

認
め
ず
Ｌ

そ
の
他

の
疾
病
Ｍ

子
宮
内
膜

増
殖
症
Ｎ

が
ん

Ｏ

異
常
者

総
計
Ｐ

が
ん
発
見
率

（
％
）

Ｑ
＝（
Ｎ
＋
Ｏ
）／
Ｄ

鳥
取
市

２１
４

１８
５

１８
５

８６
．４

６
６

３
．２

６
１０
０
．０

３
２

１
０

３
０
．５
４１

米
子
市

３３
７

３３
７

３３
７

１０
０
．０

２３
２３

６
．８

２２
９５
．７

１０
６

５
１

１２
１
．７
８０

倉
吉
市

４１
４１

４１
１０
０
．０

４
４

９
．８

２
５０
．０

２
０

０
０

０
０
．０
００

境
港
市

１４
１４

１４
１０
０
．０

―
―

―

国
府
町

３
０

―
―

―
―

岩
美
町

２
０

―
―

―
―

福
部
村

１１
１１

１１
１０
０
．０

―
―

―

郡
家
町

３
１

１
３３
．３

―
―

―

船
岡
町

５
０

―
―

―
―

河
原
町

５
０

―
―

―
―

八
東
町

３
０

―
―

―
―

若
桜
町

３
０

―
―

―
―

用
瀬
町

５
５

５
１０
０
．０

―
―

―

佐
治
村

４
４

４
１０
０
．０

―
―

―

智
頭
町

２
０

―
―

―
―

気
高
町

１７
１６

１６
９４
．１

２
２

１２
．５

２
１０
０
．０

１
０

０
１

１
６
．２
５０

鹿
野
町

１
１

１
１０
０
．０

―
―

―

青
谷
町

０
―

―
―

―

羽
合
町

９
５

５
５５
．６

１
１

２０
．０

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

泊
村

３
３

３
１０
０
．０

―
―

―

東
郷
町

１
１

１
１０
０
．０

―
―

―

三
朝
町

５
０

―
―

―
―

関
金
町

２
０

―
―

―
―

北
条
町

７
２

２
２８
．６

―
―

―

大
栄
町

１０
０

―
―

―
―

東
伯
町

０
―

―
―

―

赤
碕
町

７
０

―
―

―
―

西
伯
町

８
８

８
１０
０
．０

―
―

―

会
見
町

６
０

―
―

―
―

岸
本
町

５
２

２
４０
．０

―
―

―

日
吉
津
村

１
１

１
１０
０
．０

―
―

―

淀
江
町

６
６

６
１０
０
．０

―
―

―

大
山
町

９
０

―
―

―
―

名
和
町

１１
１０

１０
９０
．９

１
１

１０
．０

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

中
山
町

４
１

２
３

７５
．０

―
―

―

日
南
町

８
０

―
―

―
―

日
野
町

３
０

―
―

―
―

江
府
町

１０
８

８
８０
．０

―
―

―

溝
口
町

０
―

―
―

―

合
計

７８
５

４
６６
０

６６
４

８４
．６

３７
３７

５
．６

３４
９１
．９

１８
８

６
２

１６
１
．２
０５

１９



表２ 子宮がん検診追跡調査結果（体部）

最 終 診 断 平成１２年度 平成１３年度

増 殖 症 ７ ９

体癌�ａ、�ｂ期 ２ ２

体癌�ｃ期以上 １ ０

合 計 １０ １１

表３ 発見子宮がん症例（�ｂ期以上）のがん検診受診歴

受 診 歴 車 検 診 施 設 検 診 計

前 年 受 診 ０ ０ ０

２ 年 間 隔 ０ ０ ０

３年以上の間隔 ０ ０ ０

初 回 受 診 ０ ３ ３

表４ 治療機関

医 療 機 関 名 ０期 �ａ期 �ｂ期以上 体 癌

鳥大医附属病院 １ １ ２ １

鳥取県立中央病院 １ ０ ０ ０

鳥 取 市 立 病 院 ０ ０ １ １

鳥取県立厚生病院 ０ ０ ０ ０

そ の 他 ２ ０ ０ ０

（５） 平成１３年度子宮がん検診発見子宮がん患者追跡調査結果

表１ 子宮がん検診追跡調査結果（頚部）

最 終 診 断
車 検 診 施 設 検 診

平成１２年度 平成１３年度 平成１２年度 平成１３年度

異 形 成 ９ １１ ２１ ３０

頚 癌 ０ 期 １ １ １ ３

頚 癌 � ａ 期 １ ０ １ １

頚癌�ｂ期以上 ０ ０ ６ ３

合 計 １１ １２ ２９ ３７

２０



３．肺 が ん 検 診

１．肺がん検診実績
平成１３年度の対象者数（４０歳以上の者のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握し

ている人数）は１７４，４５３人で、このうち受診者数は６２，６３１人（車検診：５１，４４１人、施設検診：１１，１９０

人）で、受診率は３５．９％であった。平成１２年度より受診者数は２０６人減少したが、対象者も１，３６５人減

少したため受診率は０．２ポイント増加した。

要精検者数は２１６人で、要精検率は０．３４％で平成１２年度より９５人、０．１５ポイントも減少した。その

うち、精検受診者は１５２人、精検受診率は７０．４％で、前年度より９０人、７．４ポイントも減少した。平成

１１年度の精検受診率８４．０％に比べると、約１４ポイントも減少している。特に、東部地区が低かった。

精検結果、肺がん又はがん疑いのある者４３人が発見され、がん発見率は０．０７％で、前年度より１６人、

０．０２ポイントも減少した。

また、受診者総数のうち経年受診者は４８，１６８人で全体の７６．９％を占め、これは、平成８年度より開

始した医療機関検診が定着し経年受診者が年々増加していると思われる。この経年受診者からはがん

が３１人発見されており、発見率は０．０６４％、非経年受診者からの発見がんは１２人、発見率０．０８３％で、

非経年受診者の発見率が高かった。

Ｘ線検査受診者６２，６３１人中、喀痰検査の対象者となる高危険群所属者は８，２６２人で、そのうち喀痰

検査を受診した者は４，８１９人であった。高危険群所属者８，２６２人のうち、がん・がん疑いの者が７人発

見され、がん発見率は０．０８５％であった。

非高危険群所属者のうち、がん・がん疑いの者が３６人発見され、がん発見率は０．０６６％で、高危険

群所属者のがん発見率の方が約１．３倍（平成１２年度３．１倍）高かった。

平成１３年度実績は平成１２年度に比べ、要精検、精検受診、発見がん共に数、率が減少した。

特に精検受診者数が過去最低で、その影響か、発見がんが近年に比べ、１０例程度少なかった。また、

喀痰検査の要精検者１２名のうち、８名の精検状況が未把握のままであり、今後、更に精検未受診者の

結果把握に努める必要がある。

２．肺がん検診発見肺がん追跡調査結果
３０例の原発性肺癌が発見されたが、近年に比べて１０例程度少なく、発見率は１０万対４８であった。前

述の精検受診者数の低下が肺がん発見者数の減少に影響したものと思われる。TNM分類�期は１８例

で早期肺癌が６０％を占め、検診の目的は果たしている。組織型は腺癌１９例、扁平上皮癌５例で最近の

傾向として腺癌が多くなってきている。２１例（７０．０％）に手術が行われ、tnm分類�期は１１例（４９．８％）、

絶対的治癒手術は１０例（４７．６％）であり、今年度の早期肺癌症例は半数にすぎなかった。

昭和６２年から平成１３年までの発見肺癌は４９６例（発見率１０万対５５）であった。診断方法は胸Ｘ４１０例

（８２．７％）、細胞診５０例（１０．１％）、両者３４例（６．８％）である。最近の特徴として細胞診検査からの

発見がんが少なくなってきている。平均年齢７０．８歳、男：女＝３１９：１７７で、最近の女性肺癌の増加が

著しい。TNM分類０＋�期２５８例（５２．０％）で早期肺癌例は約半数である。２８０例（５６．５％）に手術

が行われた。

手術有無別の累積生存率、術後病期別（新分類）の累積生存率はP３０、P３１の図に示す。全症例（４９６

例）の５生率３５．９％、１０生率２１．４％であり、手術例の５生率５７．８％、１０生率３６．４％である。そして手

術例の１Ａ期（１２８例）の５生率は８２．３％、１０生率は５８．８％と良好な結果を示している。

２１
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（１） 肺がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平成８年度 平成９年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） １８３，８８７ １７９，３０２ １７２，６６７ １７７，８１５ １７５，８１８ １７４，４５３

受 診 者 数（人） ６４，１６９ ６７，０９２ ６４，５４０ ６４，８４５ ６２，８３７ ６２，６３１

受 診 率（％） ３４．９ ３７．４ ３７．４ ３６．５ ３５．７ ３５．９

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ６４，０５５ ６６，９４０ ６４，４０３ ６４，６７６ ６２，５２６ ６２，４１５

要 精 検（人） １１４ １５２ １３７ １６９ ３１１ ２１６

要精検者の割合（％） ０．１８ ０．２３ ０．２１ ０．２６ ０．４９ ０．３４

精 密 検 査
受 診 者 数（人） ９１ １２３ １１１ １４２ ２４２ １５２

受 診 率（％） ７９．８ ８０．９ ８１．０ ８４．０ ７７．８ ７０．４

精密検査結果

肺がん又はがんの
疑いのある者 （人） ５０ ７０ ４８ ５８ ５９ ４３

肺がん発見率（％） ０．０８ ０．１０ ０．０７ ０．０９ ０．０９ ０．０７

追跡調査結果
確 定 が ん 数（人） ４２（３８） ５５（５３） ４７（４０） ４８（４１） ４８（４２） ３７（３０）

確 定 が ん 率（％） ０．０７ ０．０８ ０．０７ ０．０７ ０．０８ ０．０６

※確定がん数の（ ）の数字は原発性肺癌です。
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ｂ．喀痰細胞診結果

年 齢

喀痰細胞診受診者数

（人）

Ｊ

喀 痰 細 胞 診 結 果

精検不要

Ｋ

要精検者数

Ｌ

要精検率（％）

Ｌ／Ｊ

男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ７８ １４ ７８ １４ ０ ０ ０．００ ０．００

４５～４９ １３１ ２８ １３１ ２８ ０ ０ ０．００ ０．００

５０～５４ ３１３ ６０ ３１３ ６０ ０ ０ ０．００ ０．００

５５～５９ ２５９ ９４ ２５９ ９４ ０ ０ ０．００ ０．００

６０～６４ ５５６ １５７ ５５４ １５７ ２ ０ ０．３６ ０．００

６５～６９ ８２４ １８９ ８２２ １８９ ２ ０ ０．２４ ０．００

７０～７４ ９４８ １３９ ９４２ １３９ ６ ０ ０．６３ ０．００

７５～７９ ６８０ ６７ ６７８ ６７ ２ ０ ０．２９ ０．００

８０歳以上 ２４２ ４０ ２４２ ４０ ０ ０ ０．００ ０．００

計 ４，０３１ ７８８ ４，０１９ ７８８ １２ ０ ０．３０ ０．００

合 計 ４，８１９ ４，８０７ １２ ０．２５

（２） 平成１３年度肺がん検診結果（検診機関別）

１）一次検診結果（年齢階級別）

ａ．Ｘ線検査結果

年 齢
対象者数

Ａ

胸 部 Ｘ 線 検 査 Ｘ 線 フ ィ ル ム 読 影 結 果

Ｘ線検査

受診者数

Ｂ

受診率

（％）

Ｃ＝Ｂ／Ａ

経年受診

者数再掲

Ｄ

経年受診

者数割合

（％）

Ｅ＝Ｄ／Ｂ

異常認めず

Ｆ

要精検

者 数

Ｇ

要精検率

Ｈ＝Ｇ／Ｂ

Ｘ線検査受診

者中高危険群

所 属 者 数

Ｉ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ４，２６２ ６，６１０ ７５１ １，６３４１７．６２４．７ ４１８ ９４９５５．７５８．１ ７５０ １，６３２ １ ２ ０．１３０．１２ １５ ４

４５～４９ ５，６９９ ８，１１３ ９４４ ２，０２４１６．６２４．９ ６２８ １，３６７６６．５６７．５ ９４２ ２，０２４ ２ ０ ０．２１０．００ ２８ ６

５０～５４ ６，９７０ １０，０４３ １，５１２ ３，５０６２１．７３４．９ １，０２３ ２，５０７６７．７７１．５ １，５０９ ３，５０２ ３ ４ ０．２００．１１ ７０７ ３７

５５～５９ ６，６４３ １０，１４６ １，１９７ ３，４６５１８．０３４．２ ８２６ ２，６２３６９．０７５．７ １，１９２ ３，４５９ ５ ６ ０．４２０．１７ ５８３ ５８

６０～６４ ９，２１８ １４，０４７ ２，７１１ ５，６７７２９．４４０．４ １，９２２ ４，３２６７０．９７６．２ ２，６９６ ５，６６１１５ １６ ０．５５０．２８ １，１２２ ６５

６５～６９１１，４５７ １５，６０８ ４，３００ ７，５１１３７．５４８．１ ３，３４５ ５，９９８７７．８７９．９ ４，２８４ ７，４８８１６ ２３ ０．３７０．３１ １，６６２ ６１

７０～７４１０，２３２ １４，８７６ ４，７９１ ７，３９２４６．８４９．７ ３，８４７ ５，９８６８０．３８１．０ ４，７６４ ７，３７４２７ １８ ０．５６０．２４ １，８５０ ６４

７５～７９ ７，４４６ １１，６７４ ３，５５８ ５，３５９４７．８４５．９ ３，００７ ４，３９２８４．５８２．０ ３，５３８ ５，３４４２０ １５ ０．５６０．２８ １，２９４ ２７

８０歳以上 ６，７１４ １４，６９５ ２，２７８ ４，０２１３３．９２７．４ １，８６９ ３，１３５８２．０７８．０ ２，２６８ ４，０００１０ ２１ ０．４４０．５２ ６５９ ２０

計 ６８，６４１ １０５，８１２ ２２，０４２４０，５８９３２．１３８．４１６，８８５３１，２８３７６．６７７．１２１，９４３４０，４８４９９ １０５ ０．４５０．２６ ７，９２０ ３４２

合 計 １７４，４５３ ６２，６３１ ３５．９ ４８，１６８ ７６．９ ６２，４２７ ２０４ ０．３３ ８，２６２

２３



３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 １７，７５８ ３２，８４６ ６９ ７４ １７，６８９ ３２，７７２ ０．３９ ０．２３

中国労働衛
生 協 会 ２９５ ５４２ ５ ４ ２９０ ５３８ １．６９ ０．７４

病 院 １，９５３ ３，５３２ ３３ １８ １，９２０ ３，５１４ １．６９ ０．５１

診 療 所 ２，０３６ ３，６６９ ４ ９ ２，０３２ ３，６６０ ０．２０ ０．２５

計 ２２，０４２ ４０，５８９ １１１ １０５ ２１，９３１ ４０，４８４ ０．５０ ０．２６

合 計 ６２，６３１ ２１６ ６２，４１５ ０．３４

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
要精検者数

精 密 検 査

受 診 者 数

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 肺がん発見率

（％）異常認めず その他の疾病 肺がん疑い 肺がん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ １ ２ ０ １ ０．０ ５０．０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

４５～４９ ２ １ １ １ ５０．０ １００．０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

５０～５４ ３ ３ ２ ２ ６６．７ ６６．７ ２ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

５５～５９ ５ ６ ３ ３ ６０．０ ５０．０ １ １ １ ２ ０ ０ １ ０ ０．０８４ ０．０００

６０～６４ １７ １６ １１ １０ ６４．７ ６２．５ ４ ４ ４ ４ ０ １ ３ １ ０．１１１ ０．０３５

６５～６９ １８ ２３ １４ １５ ７７．８ ６５．２ ４ ６ ７ ５ ０ ０ ３ ４ ０．０７０ ０．０５３

７０～７４ ３３ １８ ２１ １８ ６３．６ １００．０ １０ ６ ７ ６ ２ ０ ２ ６ ０．０８３ ０．０８１

７５～７９ ２２ １５ １９ １１ ８６．４ ７３．３ ３ ５ ５ ４ ０ ０ １１ ２ ０．３０９ ０．０３７

８０歳以上 １０ ２１ ７ １３ ７０．０ ６１．９ ２ ４ １ ６ ０ １ ４ ２ ０．１７６ ０．０７５

計 １１１ １０５ ７８ ７４ ７０．３ ７０．５ ２７ ２８ ２５ ２９ ２ ２ ２４ １５ ０．１１８ ０．０４２

合 計 ２１６ １５２ ７０．４ ５５ ５４ ４ ３９ ０．０６９

ｂ．精密検査結果

一次検診

機 関

要精検者数

（人）

精密検査

受診者数

精密検査受

診率 （％）

精密検査結果 肺がん発見

率 （％）異常認めず その他の疾病 肺がん疑い 肺がん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ６９ ７４ ５２ ５５ ７５．４ ７４．３ １６ ２１ １６ ２０ １ ２ １９ １２ ０．１１３０．０４３

中国労働衛
生 協 会 ５ ４ ５ ４ １００．０１００．０ ０ ０ １ ３ ０ ０ ４ １ １．３５６０．１８５

病 院 ３３ １８ １８ １０ ５４．５ ５５．６ １１ ６ ７ ３ ０ ０ ０ １ ０．００００．０２８

診 療 所 ４ ９ ３ ５ ７５．０ ５５．６ ０ １ １ ３ １ ０ １ １ ０．０９８０．０２７

計 １１１ １０５ ７８ ７４ ７０．３ ７０．５ ２７ ２８ ２５ ２９ ２ ２ ２４ １５ ０．１１８０．０４２

合 計 ２１６ １５２ ７０．４ ５５ ５４ ４ ３９ ０．０６９

２４
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鳥
取
市

３８
，０
００

４２
１

８
，４
３７

８
，８
５８

２３
．３

２
２８

３０
０
．３
４

１７
５６
．７

４
１０

１
２

１３
０
．０
３４

米
子
市

３９
，０
９５

４
，３
９０

４
，３
９０

１１
．２

１６
１６

０
．３
６

１３
８１
．３

２
９

０
２

１１
０
．０
４６

倉
吉
市

１１
，６
６８

１
，８
３４

５７
８

２
，４
１２

２０
．７

３
１

４
０
．１
７

４
１０
０
．０

０
１

０
３

４
０
．１
２４

境
港
市

１１
，６
３１

８１
７

８１
７

７
．０

４
４

０
．４
９

１
２５
．０

０
０

０
１

１
０
．１
２２

国
府
町

１
，８
２６

１
，２
１８

１
，２
１８

６６
．７

３
３

０
．２
５

３
１０
０
．０

０
１

０
２

３
０
．１
６４

岩
美
町

３
，１
３６

９６
８

９６
８

３０
．９

１
１

０
．１
０

０
０
．０

０
０
．０
００

福
部
村

９５
９

４４
６

４４
６

４６
．５

２
２

０
．４
５

１
５０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

郡
家
町

２
，１
６５

１
，５
４６

１０
２

１
，６
４８

７６
．１

４
０

４
０
．２
４

４
１０
０
．０

３
０

０
１

１
０
．０
６１

船
岡
町

１
，５
０２

１
，０
３７

１
，０
３７

６９
．０

５
５

０
．４
８

３
６０
．０

１
２

０
０

２
０
．０
００

河
原
町

２
，１
６８

１
，０
４１

１９
２

１
，２
３３

５６
．９

２
１

３
０
．２
４

０
０
．０

０
０
．０
００

八
東
町

１
，８
７２

１
，２
３９

１
，２
３９

６６
．２

１
１

０
．０
８

１
１０
０
．０

０
０

０
１

１
０
．０
８１

若
桜
町

１
，１
５９

７３
１

７３
１

６３
．１

２
２

０
．２
７

１
５０
．０

０
０

０
１

１
０
．１
３７

用
瀬
町

２
，４
８０

７８
６

１６
８０
２

３２
．３

３
０

３
０
．３
７

２
６６
．７

０
１

０
１

２
０
．１
２５

佐
治
村

１
，２
０８

４８
６

２１
１

６９
７

５７
．７

１
０

１
０
．１
４

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

智
頭
町

３
，２
１０

１
，４
４７

１９
５

１
，６
４２

５１
．１

４
７

１１
０
．６
７

８
７２
．７

５
３

０
０

３
０
．０
００

気
高
町

２
，１
０２

１
，０
０５

５６
３

１
，５
６８

７４
．６

６
６

０
．３
８

４
６６
．７

１
３

０
０

３
０
．０
００

鹿
野
町

１
，６
１４

８８
７

１８
２

１
，０
６９

６６
．２

４
０

４
０
．３
７

２
５０
．０

０
２

０
０

２
０
．０
００

青
谷
町

３
，１
１０

１
，４
７３

１４
４

１
，６
１７

５２
．０

３
１９

２２
１
．３
６

１１
５０
．０

９
１

０
１

２
０
．０
６２

羽
合
町

１
，４
９９

１
，２
８１

４２
１
，３
２３

８８
．３

３
０

３
０
．２
３

３
１０
０
．０

０
１

０
２

３
０
．１
５１

泊
村

６８
１

３９
６

２２
８

６２
４

９１
．６

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０
．０
００

東
郷
町

２
，６
７１

１
，７
０６

５０
１
，７
５６

６５
．７

４
０

４
０
．２
３

４
１０
０
．０

０
１

０
３

４
０
．１
７１

三
朝
町

２
，１
７０

１
，８
０７

１
，８
０７

８３
．３

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０
．０
００

関
金
町

１
，９
６０

１
，０
３１

１
，０
３１

５２
．６

４
４

０
．３
９

３
７５
．０

０
１

０
２

３
０
．１
９４

北
条
町

１
，９
９０

１
，２
７２

１６
８

１
，４
４０

７２
．４

５
１

６
０
．４
２

２
３３
．３

１
０

０
１

１
０
．０
６９

大
栄
町

２
，６
６３

２
，３
３０

２
，３
３０

８７
．５

３
３

０
．１
３

３
１０
０
．０

０
１

０
２

３
０
．０
８６

東
伯
町

５
，３
７３

３
，５
１１

３
，５
１１

６５
．３

６
６

０
．１
７

６
１０
０
．０

１
２

０
３

５
０
．０
８５

赤
碕
町

３
，０
８８

２
，１
２６

３２
２
，１
５８

６９
．９

６
０

６
０
．２
８

５
８３
．３

１
３

０
１

４
０
．０
４６

西
伯
町

２
，３
４６

１
，１
５９

１
，１
５９

４９
．４

２
２

０
．１
７

２
１０
０
．０

１
０

０
１

１
０
．０
８６

会
見
町

１
，１
４５

７４
２

７４
２

６４
．８

４
４

０
．５
４

４
１０
０
．０

３
１

０
０

１
０
．０
００

岸
本
町

３
，１
００

１
，２
０３

１
，２
０３

３８
．８

１２
１２

１
．０
０

１１
９１
．７

７
２

２
０

４
０
．１
６６

日
吉
津
村

５９
９

４３
２

４３
２

７２
．１

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０
．０
００

淀
江
町

２
，９
９０

２
，１
３５

２
，１
３５

７１
．４

１０
１０

０
．４
７

７
７０
．０

１
３

１
２

６
０
．１
４１

大
山
町

２
，５
５３

１
，８
４３

５０
１
，８
９３

７４
．１

１
１

２
０
．１
１

２
１０
０
．０

１
０

０
１

１
０
．０
５３

名
和
町

１
，８
８７

１
，３
０４

１
，３
０４

６９
．１

９
９

０
．６
９

６
６６
．７

４
１

０
１

２
０
．０
７７

中
山
町

２
，１
０９

１
，４
８９

１
，４
８９

７０
．６

４
４

０
．２
７

１
２５
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

日
南
町

２
，８
２７

１
，４
９５

１
，４
９５

５２
．９

４
４

０
．２
７

３
７５
．０

２
１

０
０

１
０
．０
００

日
野
町

１
，４
０９

６９
９

６９
９

４９
．６

４
４

０
．５
７

３
７５
．０

３
０

０
０

０
０
．０
００

江
府
町

１
，２
５８

８３
８

８３
８

６６
．６

９
９

１
．０
７

９
１０
０
．０

０
４

０
５

９
０
．５
９７

溝
口
町

１
，２
３０

８７
０

８７
０

７０
．７

２
２

０
．２
３

２
１０
０
．０

２
０

０
０

０
０
．０
００

合
計
１７
４
，４
５３

５１
，４
４１

１１
，１
９０

６２
，６
３１

３５
．９

１５
２

６４
２１
６

０
．３
４

１５
２

７０
．４

５５
５４

４
３９

９７
０
．０
６９

２５



（３） 平成１３年度肺がん検診発見がん患者の予後調査の確定について

肺がん確定診断（原発性４９６、転移性７４） ５７０例

他部位癌（鼻腔１、咽頭２、喉頭３、その他４） １０例

他の良性疾患 ２２例

総 計 ６０２例

平成７年 平成８年 平成９年 平成１０年 平成１１年 平成１２年 平成１３年 合計

原発性肺癌 ３８ ３８ ５３ ４０ ４１ ４２ ３０ ４９６

転移性肺癌 ５ ４ ２ ７ ７ ６ ７ ７４

合 計 ４３ ４２ ５５ ４７ ４８ ４８ ３７ ５７０

１）肺がん確定診断 （単位：例）

６２年 ６３年 平成元年 平成２年 平成３年 平成４年 平成５年 平成６年

原発性肺癌 ６ ２２ １８ ３２ ３６ ３７ ４１ ２２

転移性肺癌 ０ ４ ４ ４ ７ ９ ３ ５

合 計 ６ ２６ ２２ ３６ ４３ ４６ ４４ ２７

２）原発性肺がん診断方法

〔Ｈ１３年度集計〕

胸 Ｘ 間 接 Ｄのみ １８４例 !
"
#
４１０例（８２．７％）

Ｄのみ １５例 !
"
#

２９例（９６．７％）
Ｅのみ ２２６例 Ｅのみ １４例

細 胞 診 Ｄのみ １８例 !
"
#

５０例（１０．１％）
Ｄのみ ０例 !

"
#

０例（ ０．０％）
Ｅのみ ３２例 Ｅのみ ０例

胸Ｘ線間接と細胞診 Ｄ＋Ｄ ９例 !
"
"
"
"
"
#

３４例（ ６．８％）

Ｄ＋Ｄ １例 !
"
"
"
"
"
#

１例（ ３．３％）
Ｄ＋Ｅ ８例 Ｄ＋Ｅ ０例

Ｅ＋Ｄ ４例 Ｅ＋Ｄ ０例

Ｅ＋Ｅ １３例 Ｅ＋Ｅ ０例

不明 ２例 ２例（ ０．４％） 不明 ０例 ０例（ ０．０％）

計 ４９６例（１００ ％） 計 ３０例

２６



４）原発性肺癌（４９６例）

３）精密検診受診・原発性肺癌発見の状況

年 受診者
（人）

要精検者
（人）

精検受診者
（人）

肺癌発見者
（人）

発見者
（対人口１０万）

Ｓ６２ １６，４２０ ７４５
（４．５４％）

６５２
（８７．５％）

６ ３７

Ｓ６３ ３８，４４５ ６５
（０．１７％）

６０
（９２．３％）

２２ ５７

Ｈ１ ５２，４７３ １１７
（０．２２％）

１０７
（９１．５％）

１８ ３４

Ｈ２ ６８，３７４ １５３
（０．２２％）

１３２
（８６．３％）

３２ ４９

Ｈ３ ７０，１８９ ９５
（０．１４％）

８９
（９３．７％）

３６ ５１

Ｈ４ ６９，９０９ １３３
（０．１９％）

１１１
（８３．５％）

３７ ５３

Ｈ５ ６９，０２７ １３３
（０．１９％）

９８
（７２．９％）

４１ ５９

Ｈ６ ６６，３１６ １０３
（０．１６％）

８９
（８６．４％）

２２ ３３

Ｈ７ ６５，２２６ １６２
（０．２５％）

１３５
（８３．３％）

３８ ５８

Ｈ８ ６４，１６９ １１４
（０．１８％）

９１
（７９．８％）

３８ ５９

Ｈ９ ６７，０９２ １５２
（０．２３％）

１２３
（８０．９％）

５３ ７９

Ｈ１０ ６４，５４０ １３７
（０．２１％）

１１１
（８１．０％）

４０ ６２

Ｈ１１ ６４，８４５ １６９
（０．２６％）

１４２
（８４．０％）

４１ ６４

Ｈ１２ ６２，８３７ ３１１
（０．４９％）

２４２
（７７．８％）

４２ ６７

Ｈ１３ ６２，６３１ ２１６
（０．３４％）

１５２
（７０．４％）

３０ ４８

計 ９０２，４９３ ２，８０５
（０．３１％）

２，３３４
（８３．２％）

４９６ ５５

ａ．年齢・性別 〔Ｈ１３年度集計〕

区 分 原発性肺癌 比率（％） 区 分 原発性肺癌 比率（％）

５０～５９歳 ３８例 ７．７ ５０～５９歳 ０例 ０

６０～６９歳 １８１ ３６．５ ６０～６９歳 １０ ３３．３

７０～７９歳 ２０９ ４２．１ ７０～７９歳 １７ ５６．７

８０～ ６８ １３．７ ８０～ ３ １０．０

計 ４９６ １００．０ 計 ３０ １００．０

平均年齢＝７０．８

男：女＝３１９例：１７７例

平均年齢＝７１．９

男：女＝１８例：１２例

２７



ｂ．原発性肺癌の臨床病期と組織型

病期
組織型 Occult � � �Ａ �Ｂ � 不明 計（％）

扁平上皮癌 ２ ８７ １２ ４０ ９ １４ ７ １７１（３４．５）

腺 癌 ０ １４５ １６ ３１ １３ ３８ ２ ２４５（４９．４）

大 細 胞 癌 ０ ３ ０ ２ ２ ０ ０ ７（ １．４）

小 細 胞 癌 ０ ７ ６ ８ ３ ５ ２ ３１（ ６．３）

腺扁平上皮癌 ０ ２ ０ ２ ０ ０ ０ ４（ ０．８）

腺様嚢胞癌 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １（ ０．２）

不 明 ０ １２ ２ ２ ３ ５ １３ ３７（ ７．４）

計
２

（０．４）

２５６

（５１．６）

３６

（７．３）

８６

（１７．３）

３０

（６．１）

６２

（１２．５）

２４

（４．８）
４９６（１００ ）

〔Ｈ１３年度集計〕

臨床病期 （％） 組織型 （％）

Occult ０例 扁平上皮癌 ５例

� １８（６０．０） 腺 癌 １９（６３．３）

� １ 大 細 胞 癌 ２

�Ａ ２ 小 細 胞 癌 ２

�Ｂ ３ 腺扁平上皮癌 ０

� ４ 腺様嚢胞癌 ０

不 明 ２ 不 明 ２

計 ３０ 計 ３０

ｃ．原発性肺癌の手術症例（２８０例、手

術率：５６．５％）

（ａ） 臨床病期、術後病期

臨床病期（％） 術後病期（％）

Occult ２例 Occult ２例

� １９８（７０．７） � １８４（６５．７）

� １９ � １９

�Ａ ４９ �Ａ ５１

�Ｂ ９ �Ｂ １４

� ３ � １０

計 ２８０ 計 ２８０

〔Ｈ１３年度集計〕

原発性肺癌の手術症例

（２１例、手術率：７０．０％）

臨床病期（％） 術後病期（％）

Occult ０例 Occult ０例

� １５（７１．４） � １１（４９．８）

� １ � ２

�Ａ ２ �Ａ ４

�Ｂ ３ �Ｂ ４

� ０ � ０

計 ２１ 計 ２１

２８



ｄ．新病期分類の手術症例

（ｂ） 組織型分類 （ｃ） 根治度

組織型 （％） 根治度分類 （％）

扁平上皮癌 ９０例 絶対的治癒手術 １６０例（５７．１） !
"
#
２１８（７７．９％）

腺 癌 １７１（６１．１） 相対的治癒手術 ５８

大 細 胞 癌 ７ 相対的非治癒手術 ３４

小 細 胞 癌 ５ 絶対的非治癒手術 ２４

腺扁平上皮癌 ５ 不 明 ４

腺様嚢胞癌 １ 計 ２８０

不 明 １

計 ２８０

〔Ｈ１３年度集計〕

組織型 根治度分類 （％）

扁平上皮癌 ４例 絶対的治癒手術 １０例（４７．６） !
"
#
１５（７１．４％）

腺 癌 １５ 相対的治癒手術 ５

大 細 胞 癌 ２ 相対的非治癒手術 ５

小 細 胞 癌 ０ 絶対的非治癒手術 １

腺扁平上皮癌 ０ 計 ２１

計 ２１

（ａ） 病期分類 （ｂ） 術後病理病期

（全症例：４９６例、Ｈ１３年度：３０例） （全手術症例：２７０例、Ｈ１３年度：２１例）

臨床病期 全症例（％） Ｈ１３年度 臨床病期 全症例（％） Ｈ１３年度（％）

Occult ２例 ０例 Occult ２例 ０例

�Ａ １６８（３３．９） １２（４０．０） �Ａ １２８（４７．４） ８（３８．１）

�Ｂ ８０ ６ �Ｂ ５５ ３

�Ａ １６ １ �Ａ ９ １

�Ｂ ３８ １ �Ｂ １９ １

�Ａ ７５ １ �Ａ ４３ ４

�Ｂ ３１ ３ �Ｂ １４ ４

� ６３ ４ � １０ ０

不明 ２３ ２ 計 ２７０ ２１

計 ４９６ ３０

２９



転移性肺腫瘍�
原発性肺癌�
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―全症例（n＝496）―�

時間�

0 180（月）�140160120100

5y:35.9％�
10y:21.4％�

80604020

ｅ．腫瘍径

腫瘍径（�） Ｈ１０年度（％） Ｈ１１年度（％） Ｈ１２年度（％） Ｈ１３年度（％）

０～１０ １例 ２例 １例 ０例

１１～２０ ９（２２．５） １０ １５（３５．７） １１（３６．７）

２１～３０ ６ １５（３６．６） ７ ６

３１～４０ ６ ９ ８ ９

４１～５０ ７ １ ３ １

５１～ ７ ２ ６ ３

不明 ４ ２ ２ ０

計 ４０ ４１ ４２ ３０

平均 ３７．１� ２７．９� ３２．２� ３３．５�

５）転移性肺癌（７４例）

大腸がん：２１例 腎 臓 癌：９例 乳 が ん：７例 甲状腺癌：６例 胆のう癌：３例

肝臓がん：３例 前立腺癌：３例 卵 巣 癌：２例 胃 癌：２例 肺 癌：２例

子 宮 癌：２例 尿 管 癌：１例 食 道 癌：１例 咽 頭 癌：１例 肛 門 癌：１例

顎 下 腺：１例 子宮肉腫：１例 胸 腺 癌：１例 膵 臓 癌：１例 膀 胱 癌：１例

胆 管 癌：１例 不 明：３例

６）検診発見肺癌の推移 ７）原発性肺癌の発見率（対人口１０万）

８）検診発見肺癌の予後
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９）検診発見肺癌の予後

１０）検診発見転移性肺腫瘍の予後
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４．乳 が ん 検 診

１．乳がん検診実績
平成１３年度の対象者数（３０歳以上の女性のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握

している人数）は１２３，８９６人で、このうち受診者数は２９，８４０人（出張検診：１４，０７５人、施設検診：

１５，７６５人）で受診率は２４．１％であった。

過去１０年間をみてみると、対象者受診者ともに３０歳代、４０歳代が激減しているので、受診勧奨が必

要である。

要精検者数は８３７人（出張検診：１１２人、施設検診：７２５人）、要精検率は２．８０％で、精検受診者数６９２

人、精検受診率は８２．７％であった。平成１１年度より、一部の市町村でマンモグラフィ併用検診を行っ

ているところがあり、その影響か要精検率が僅かずつ増加傾向にある。しかし、精検受診率は平成７

年度以降減少傾向である。

精検の結果、乳がん又は乳がん疑いが３８人発見され、発見率０．１３％であった。

年代別にみると、受診率は５０～５４歳、要精検率は４５～４９歳、がん発見率は４０～４４歳がそれぞれ高

かった。

平成１３年度は７町でマンモグラフィ併用検診が行われ、受診者数１，０４４人、要精検者数７０人、要精

検率６．７０％、がん及びがん疑いは４人発見された。検診体制が完備してないと全県的導入は難しい。

そのためマンモグラフィ併用検診の実施状況等データの積み重ね、分析を行いながら、マンモグラ

フィ装置、読影医、撮影技師の技術向上等体制整備を行うことと合わせて、鳥取県健康対策協議会よ

り県にマンモグラフィ検診車導入について働きかけていくことになった。

２．乳がん検診発見乳がん追跡調査結果
平成１３年度に発見された乳がん及び乳がん疑い３９例（出張・施設検診３８例、職域検診１例）につい

て追跡調査を行った。確定乳癌は３３例で、両側同時乳癌が１例あった。平均年齢は５９．５歳であった。

病期分類は�以上が６０．１％あり、進行例が多かった。腫瘍径が大きい割には乳房温存率は６３．６％と増

加していた。

初回検診で進行例が多く、繰り返し検診１年で２�以内の症例が多かった。

５０歳以下では乳癌との鑑別が困難な例が認められた。
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受診率・精検受診率�

H.８� H.９� H.10 H.11 H.12 H.13

受診率� 精検受診率�

88.4 88.2
81.6 84.2 83.8 82.7

23.7 24.7 23.7 22.7 23.1 24.1 0.50

0.00

1.00

2.50

2.00

1.50

3.00
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％�

要精検率・がん発見率�

H.８� H.９� H.10 H.11 H.12 H.13

がん発見率� 要精検率�

2.55 2.46

2.03
2.23

2.57
2.80

0.09 0.05 0.10 0.08 0.10 0.13

（１） 乳がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平成８年度 平成９年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） １３５，１９５ １３０，１１２ １２７，１１８ １２８，９４８ １２７，８１０ １２３，８９６

受 診 者 数（人） ３２，０７３ ３２，１３１ ３０，０８６ ２９，２３１ ２９，５３２ ２９，８４０

受 診 率（％） ２３．７ ２４．７ ２３．７ ２２．７ ２３．１ ２４．１

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ３１，２５５ ３１，３４０ ２９，４７６ ２８，５７８ ２８，７７４ ２９，００３

要 精 検 者 数（人） ８１８ ７９１ ６１０ ６５３ ７５８ ８３７

要精検者の割合（％） ２．５５ ２．４６ ２．０３ ２．２３ ２．５７ ２．８０

精 密 検 査
受 診 者 数（人） ７２３ ６９８ ４９８ ５５０ ６３５ ６９２

受 診 率（％） ８８．４ ８８．２ ８１．６ ８４．２ ８３．８ ８２．７

精密検査結果
乳がん又はがんの疑
いのある者 （人） ３０ １６ ２９ ２４ ２９ ３８

乳がん発見率（％） ０．０９ ０．０５ ０．１０ ０．０８ ０．１０ ０．１３

追跡調査結果
確 定 が ん 数（人） ２８ １５ ２８ ２４ ２９ ３２
確 定 が ん 率（％） ０．０９ ０．０５ ０．０９ ０．０８ ０．１０ ０．１１

（２） 平成１３年度乳がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢 対 象 者 数
（人）

一 次 検 診
受診者数（人）

受 診 率
（％）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要精検者数 異常認めず

３０～３４ ７，３６１ １，２３０ １６．７ ５８ １，１７２ ４．７２

３５～３９ ７，５６１ １，６２３ ２１．５ ６８ １，５５５ ４．１９

４０～４４ ８，０２８ ２，３４５ ２９．２ １１２ ２，２３３ ４．７８

４５～４９ ９，５４７ ２，５２５ ２６．４ １２７ ２，３９８ ５．０３

５０～５４ １１，４２３ ３，７０７ ３２．５ １２１ ３，５８６ ３．２６

５５～５９ １１，２１３ ３，０９６ ２７．６ ８１ ３，０１５ ２．６２

６０～６４ １４，４０９ ４，３１０ ２９．９ ９７ ４，２１３ ２．２５

６５～６９ １５，２７３ ４，８０７ ３１．５ ７７ ４，７３０ １．６０

７０歳以上 ３９，０８１ ６，１９７ １５．９ ９６ ６，１０１ １．５５

計 １２３，８９６ ２９，８４０ ２４．１ ８３７ ２９，００３ ２．８０

３３



２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精 密 検 査

受診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 乳 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

３０ ～ ３４ ５３ ９１．４ ２３ ２９ ０ １ ０．０８１

３５ ～ ３９ ６２ ９１．２ ２０ ４０ ０ ２ ０．１２３

４０ ～ ４４ ８８ ７８．６ ２３ ６０ ２ ３ ０．２１３

４５ ～ ４９ １０５ ８２．７ ３０ ７１ ０ ４ ０．１５８

５０ ～ ５４ １００ ８２．６ ３４ ６１ ０ ５ ０．１３５

５５ ～ ５９ ６６ ８１．５ ２３ ３８ ０ ５ ０．１６１

６０ ～ ６４ ８６ ８８．７ ４４ ４０ ０ ２ ０．０４６

６５ ～ ６９ ６１ ７９．２ ３５ ２３ ０ ３ ０．０６２

７０歳 以 上 ７１ ７４．０ ３４ ２６ ０ １１ ０．１７８

計 ６９２ ８２．７ ２６６ ３８８ ２ ３６ ０．１２７

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一 次 検 診

受診者数（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

医 師 雇 上 ３，０６２ ７０ ２，９９２ ２．２９

保健事業団 １１，０１３ ４２ １０，９７１ ０．３８

病 院 ７，２３８ ４２７ ６，８１１ ５．９０

診 療 所 ８，５２７ ２９８ ８，２２９ ３．４９

計 ２９，８４０ ８３７ ２９，００３ ２．８０

ｂ．精密検査結果

一次検診

機 関

精 密 検 査

受診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 乳 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

医 師 雇 上 ５９ ８４．３ ２４ ３４ ０ １ ０．０３３

保健事業団 ３４ ８１．０ ６ ２３ ０ ５ ０．０４５

病 院 ３３８ ７９．２ １２１ ２０６ １ １０ ０．１５２

診 療 所 ２６１ ８７．６ １１５ １２５ １ ２０ ０．２４６

計 ６９２ ８２．７ ２６６ ３８８ ２ ３６ ０．１２７

３４
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（３） 平成１３年度乳がん検診発見乳がん患者追跡調査結果

１）登録届出数 ３３

確定乳癌 ３３

鳥取市 ８ 米子市 １１ 倉吉市 １ 境港市 ３

大栄町 ２ 国府町、若桜町、智頭町、気高町、西伯町、日南町、江府町、中山町 １

２）年齢構成

平均年齢 ５９．５歳（３４―８６）

３）病期分類

TNM 例 数

TIS １

� １２

�ａ １０

�ｂ ６

�ａ ３

� １

腫 瘍 径 例 数

TIS １ 触診では２�

Ｔ１ １２

Ｔ２ １６

Ｔ３ ４

４）手術術式（１例は追跡不能）

胸筋温存乳房切除術 １０

単純乳房切除術 １ ８６歳

乳房温存術 ２１ 含TIS

なし １ stage�

温存率 ６３．６％（平成１３年度 ４２．９％）

５）検診歴

検 診 歴 例 数
TNM

� � � �

初回検診 １３ １ １０ １ １

繰り返し検診 １年 １５ ９ ４ １

２年以上 ４ １ ２ １
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７）まとめ

１．平成１３年度検診発見乳癌は３３例であった。両側同時乳癌が１例あった。

２．平均年齢は５９．５歳で、３０歳代が２例あった。

３．病期では�以上が６０．１％あり、昨年の３７．９％に比べ進行例が多かった。

４．腫瘍径が大きい割には温存手術例が６３．６％と増加していた。

５．初回検診で進行例が多く、繰り返し検診１年で２�以内の症例が多かった。

６．５０歳以下では乳癌との鑑別が困難な例が認められた。

６）癌でなかった症例

年 齢 細 胞 診 診 断

４５ 悪性 乳管内乳頭腫

４４ 悪性 線維腺腫

７５ 悪性 慢性乳腺炎

３７ 線維腺腫

４１ 乳腺症

４０ 良性
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５．大 腸 が ん 検 診

１．大腸がん検診実績
平成１３年度の対象者数（４０歳以上の者のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握し

ている人数）は１７５，１０３人で、このうち受診者数は５１，２９５人（地域検診：２５，９２４人、施設検診：２５，３７１

人）で、受診率は２９．３％で受診者数率とも微増している。

要精検者数は４，１５４人（地域検診：１，８０５人、施設検診：２，３４９人）、要精検率は８．１％で、前年度よ

り１．１ポイント減少している。要精検率が１０％以上の町村が例年は５～６町村あったが、今年度は１

市のみとなった。地域検診と診療所の要精検率の差も２．８％と昨年度に比べ少なくなっている。

このうち、精密検査を受診したのは、２，５９３人、精検受診率は６２．４％で前年度より０．２ポイント減少

している。

精検結果は、大腸がん１１７人、大腸がん疑い７人の合計１２４人が発見され、がん発見率は０．２４％で前

年度より０．０２ポイント減少した。

受診者数、率ともに年々増加傾向にあるが、要精検率、精検受診率、がん発見率とも、減少傾向で

ある。

２．大腸がん検診発見大腸がん追跡調査結果
平成１３年度に発見された大腸がん及び大腸がん疑い１２４例（地域検診：４９例、施設検診：７５例）に

ついて追跡調査を行った結果、１１８例が確定癌で、そのうちの早期がんは７９例で、早期癌率は６６．９％

であった。

部位別にみると「直腸」「Ｓ状結腸」で５９．３％を占め、早期癌では「�ｐ」「�sp」「�ｓ」が、進

行癌では「２」が大半を占めていた。平成１２年度全国平均と同様な結果であった。

大きさは、１０�以下が３６．４％であった。EMRを施行し、大きさが記入していない症例については、

従来は不明で集計していたが、今回は１０�以下に計上したため、全国平均２５．９％に比べ高くなってい

る。

早期がん率６６．９％、Dukes分類は「Ａ」が７４．６％、組織型分類は「Well」が７７．１％で、いずれも全

国平均より少し高かった。

治療方法では、外科手術４６．６％、内視鏡的治療５３．４％であった。全国平均は外科手術が少し多く実

施されている。

また、逐年検診発見進行大腸癌は１７例（東部４例、中部３例、西部１０例）で平成１２年度の７例に比

べ非常に多かった。
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64.2 64.9 62.6 62.4

9.3 9.7 9.5 9.1 9.2 8.1

25.1 26.9 27.0 27.3 27.6 29.3

（２） 平成１３年度大腸がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対象者数（人） 一 次 検 診

受診者数（人） 受 診 率（％）
一 次 検 診 結 果

要精検率（％）
要精検者数 異常認めず

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ４，９７４ ７，００６ ８２０ １，４２５ １６．５ ２０．３ ６０ ７７ ７６０ １，３４８ ７．３ ５．４

４５～４９ ６，５１３ ８，６８７ ９８６ １，７３１ １５．１ １９．９ ７１ ８７ ９１５ １，６４４ ７．２ ５．０

５０～５４ ７，８１０ １０，５３４ １，５２６ ３，１２９ １９．５ ２９．７ １４１ １５６ １，３８５ ２，９７３ ９．２ ５．０

５５～５９ ７，１３４ １０，３０４ １，２３５ ３，１７４ １７．３ ３０．８ １３９ １８１ １，０９６ ２，９９３ １１．３ ５．７

６０～６４ ９，３３４ １３，８２６ ２，４５４ ５，０６２ ２６．３ ３６．６ ２４８ ２８２ ２，２０６ ４，７８０ １０．１ ５．６

６５～６９ １１，３１６ １５，１４９ ３，７００ ６，３４７ ３２．７ ４１．９ ３８３ ４２０ ３，３１７ ５，９２７ １０．４ ６．６

７０～７４ ９，９２８ １４，０３４ ３，９７９ ５，９３６ ４０．１ ４２．３ ４７１ ４１８ ３，５０８ ５，５１８ １１．８ ７．０

７５～７９ ７，１０９ １１，０４９ ２，５９６ ３，７３４ ３６．５ ３３．８ ２８４ ３０４ ２，３１２ ３，４３０ １０．９ ８．１

８０歳以上 ６，４３３ １３，９６３ １，４１９ ２，０４２ ２２．１ １４．６ １９１ ２４１ １，２２８ １，８０１ １３．５ １１．８

計 ７０，５５１ １０４，５５２１８，７１５３２，５８０ ２６．５ ３１．２ １，９８８ ２，１６６ １６，７２７３０，４１４ １０．６ ６．６

合 計 １７５，１０３ ５１，２９５ ２９．３ ４，１５４ ４７，１４１ ８．１

（１） 大腸がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平成８年度 平成９年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） １９３，２９４ １８５，７６１ １８２，６２９ １８１，６７７ １７９，９３３ １７５，１０３

受 診 者 数（人） ４８，５３８ ４９，９５７ ４９，３０２ ４９，５４４ ４９，６７１ ５１，２９５

受 診 率（％） ２５．１ ２６．９ ２７．０ ２７．３ ２７．６ ２９．３

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ４４，００３ ４５，１２７ ４４，６１２ ４５，０４６ ４５，１０８ ４７，１４１

要 精 検（人） ４，５３５ ４，８３０ ４，６９０ ４，４９８ ４，５６３ ４，１５４

要精検者の割合（％） ９．３ ９．７ ９．５ ９．１ ９．２ ８．１

精 密 検 査
受 診 者 数（人） ３，０４９ ３，２３４ ３，０１３ ２，９２０ ２，８５８ ２，５９３

受 診 率（％） ６７．２ ６７．０ ６４．２ ６４．９ ６２．６ ６２．４

精密検査結果
大腸がん又はがんの
疑いのある者（人） １６９ １７３ １５９ １４７ １２７ １２４

大腸がん発見率（％） ０．３５ ０．３５ ０．３２ ０．３０ ０．２６ ０．２４

追跡調査結果
確 定 が ん 数（人） １５０ １５９ １４７ １３８ １１７ １１８

確 定 が ん 率（％） ０．３１ ０．３２ ０．３０ ０．２８ ０．２４ ０．２３
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３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診

機 関

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ８，９３２ １４，８６８ ８３８ ８０５ ８，０９４ １４，０６３ ９．４ ５．４

フ ァ ル コ ３０４ ４６７ ３０ ２３ ２７４ ４４４ ９．９ ４．９

中国労働衛
生 協 会 ７４１ ６１２ ７８ ３１ ６６３ ５８１ １０．５ ５．１

病 院 ２，６０９ ４，５５５ ２６９ ３００ ２，３４０ ４，２５５ １０．３ ６．６

診 療 所 ６，１２９ １２，０７８ ７７３ １，００７ ５，３５６ １１，０７１ １２．６ ８．３

計 １８，７１５ ３２，５８０ １，９８８ ２，１６６ １６，７２７ ３０，４１４ １０．６ ６．６

合 計 ５１，２９５ ４，１５４ ４７，１４１ ８．１

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精 密 検 査

受診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 大 腸 が ん

発見率（％）異常認めず その他疾病 大腸がん疑い 大腸がん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ２６ ４３ ４３．３ ５５．８ ９ ２７ １７ １５ ０ ０ ０ １ ０．０００ ０．０７０

４５～４９ ３７ ５４ ５２．１ ６２．１ １５ ３６ ２１ １６ ０ １ １ １ ０．１０１ ０．１１６

５０～５４ ７４ １０１ ５２．５ ６４．７ ３３ ５４ ４０ ４３ ０ ０ １ ４ ０．０６６ ０．１２８

５５～５９ ８０ １２５ ５７．６ ６９．１ ３６ ６３ ３９ ６１ ０ ０ ５ １ ０．４０５ ０．０３２

６０～６４ １６０ １８８ ６４．５ ６６．７ ５６ １１２ ９８ ６６ ０ ０ ６ １０ ０．２４４ ０．１９８

６５～６９ ２５６ ２７６ ６６．８ ６５．７ ８２ １４０ １５２ １２１ ２ ０ ２０ １５ ０．５９５ ０．２３６

７０～７４ ３０９ ２６８ ６５．６ ６４．１ ９３ １３５ １９０ １２８ ３ ０ ２３ ５ ０．６５３ ０．０８４

７５～７９ １８２ ２０４ ６４．１ ６７．１ ６１ １０３ １０９ ９７ １ ０ １１ ４ ０．４６２ ０．１０７

８０歳以上 １０６ １０４ ５５．５ ４３．２ ３３ ５８ ６７ ４３ ０ ０ ６ ３ ０．４２３ ０．１４７

計 １，２３０ １，３６３ ６１．９ ６２．９ ４１８ ７２８ ７３３ ５９０ ６ １ ７３ ４４ ０．４２２ ０．１３８

合 計 ２，５９３ ６２．４ １，１４６ １，３２３ ７ １１７ ０．２４２

ｂ．精密検査結果

一次検診

機 関

精 密 検 査

受診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 大 腸 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ５６３ ５５７ ６７．２ ６９．２ ２０３ ３０８ ３２９ ２３５ ２ １ ２９ １３ ０．３４７０．０９４

フ ァ ル コ ２６ １８ ８６．７ ７８．３ １４ １１ １１ ６ ０ ０ １ １ ０．３２９０．２１４

中国労働衛
生 協 会 ４０ ２１ ５１．３ ６７．７ １１ ８ ２８ １２ ０ ０ １ １ ０．１３５０．１６３

病 院 １４４ １７３ ５３．５ ５７．７ ４９ １１０ ８６ ６０ ２ ０ ７ ３ ０．３４５０．０６６

診 療 所 ４５７ ５９４ ５９．１ ５９．０ １４１ ２９１ ２７９ ２７７ ２ ０ ３５ ２６ ０．６０４０．２１５

計 １，２３０１，３６３ ６１．９ ６２．９ ４１８ ７２８ ７３３ ５９０ ６ １ ７３ ４４ ０．４２２０．１３８

合 計 ２，５９３ ６２．４ １，１４６ １，３２３ ７ １１７ ０．２４２

４０
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＝
Ｈ
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Ｋ
＝
Ｊ
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認
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ず
Ｌ

そ
の
他

の
疾
病
Ｍ

が
ん
疑
い

Ｎ

が
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Ｏ

異
常
者

総
計
Ｐ

が
ん
発
見
率

（
％
）

Ｑ
＝（
Ｎ
＋
Ｏ
）／
Ｄ

鳥
取
市

３８
，０
００

９９
２

７
，９
８４

８
，９
７６

２３
．６

７８
６９
８

７７
６

８
．６

４０
５

５２
．２

１８
０

２０
９

１
１５

２２
５

０
．１
７８

米
子
市

３９
，０
９５

９
，６
８３

９
，６
８３

２４
．８

９６
４

９６
４

１０
．０

５５
３

５７
．４

２３
９

２７
９

０
３５

３１
４

０
．３
６１

倉
吉
市

１１
，６
６８

１
，２
０９

５８
９

１
，７
９８

１５
．４

６８
８６

１５
４

８
．６

９８
６３
．６

５１
４２

１
４

４７
０
．２
７８

境
港
市

１１
，６
３１

２
，１
５６

２
，１
５６

１８
．５

１９
０

１９
０

８
．８

１５
２

８０
．０

３５
１０
４

１
１２

１１
７

０
．６
０３

国
府
町

１
，３
５９

９６
８

９６
１
，０
６４

７８
．３

６０
９

６９
６
．５

４８
６９
．６

２４
２３

０
１

２４
０
．０
９４

岩
美
町

３
，４
３６

１
，１
６４

２４
４

１
，４
０８

４１
．０

８１
１０

９１
６
．５

６８
７４
．７

２７
３７

０
４

４１
０
．２
８４

福
部
村

９７
７

２１
１

１９
８

４０
９

４１
．９

１８
２０

３８
９
．３

１０
２６
．３

５
５

０
０

５
０
．０
００

郡
家
町

２
，０
０８

１
，４
４２

９６
１
，５
３８

７６
．６

１０
７

６
１１
３

７
．３

６６
５８
．４

２１
４４

０
１

４５
０
．０
６５

船
岡
町

１
，４
８４

７２
３

７２
３

４８
．７

５２
５２

７
．２

３３
６３
．５

１４
１７

０
２

１９
０
．２
７７

河
原
町

２
，９
４０

８０
４

１８
６

９９
０

３３
．７

５２
９

６１
６
．２

３１
５０
．８

１５
１５

０
１

１６
０
．１
０１

八
東
町

１
，９
０６

９２
３

９２
３

４８
．４

６２
６２

６
．７

３４
５４
．８

１５
１９

０
０

１９
０
．０
００

若
桜
町

１
，４
１９

５１
３

４７
６

９８
９

６９
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２６
３９

６５
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５２
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０
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町

２
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２０
．９

２８
１

２９
５
．６

１９
６５
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７
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町
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６

５７
４６
３
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７
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町
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１
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１
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３６

４
．６

２５
６９
．４

１５
１０

０
０

１０
０
．０
００

関
金
町

１
，８
９８

４９
３

４９
３

２６
．０

４０
４０

８
．１

２５
６２
．５

１５
１０

０
０

１０
０
．０
００

北
条
町

２
，４
１４

５８
２

１６
５

７４
７

３０
．９

４６
２７

７３
９
．８

４４
６０
．３

１３
２８

１
２

３１
０
．４
０２

大
栄
町

２
，７
６３

１
，７
２３

１
，７
２３

６２
．４

１１
６

１１
６

６
．７

８５
７３
．３

５１
３０

０
４

３４
０
．２
３２

東
伯
町

４
，６
７７

１
，２
２０

１
，２
２０

２６
．１

９３
９３

７
．６

７３
７８
．５

４５
２６

０
２

２８
０
．１
６４

赤
碕
町

２
，８
６４

６６
１

３３
６９
４

２４
．２

５５
１

５６
８
．１

４３
７６
．８

１８
２４

０
１

２５
０
．１
４４

西
伯
町

１
，８
１６

２７
５９
６

６２
３

３４
．３

０
３６

３６
５
．８

２２
６１
．１

１７
５

０
０

５
０
．０
００

会
見
町

１
，７
７１

３６
８

３６
８

２０
．８

２５
２５

６
．８

２０
８０
．０

６
１１

０
３

１４
０
．８
１５

岸
本
町

３
，１
００

６５
２

６５
２

２１
．０

４９
４９

７
．５

３４
６９
．４

１５
１８

０
１

１９
０
．１
５３

日
吉
津
村

６５
１

４２
３

４２
３

６５
．０

２４
２４

５
．７

１７
７０
．８

５
１１

０
１

１２
０
．２
３６

淀
江
町

３
，８
２６

７７
２

１４
９

９２
１

２４
．１

５３
３０

８３
９
．０

６７
８０
．７

３７
２６

０
４

３０
０
．４
３４

大
山
町

２
，３
１４

６２
１

５０
６７
１

２９
．０

４８
５

５３
７
．９

３８
７１
．７

１７
２０

０
１

２１
０
．１
４９

名
和
町

１
，７
１８

９４
１

９４
１

５４
．８

７８
７８

８
．３

４６
５９
．０

１９
２６

０
１

２７
０
．１
０６

中
山
町

１
，３
１３

５６
２

１０
４

６６
６

５０
．７

３５
８

４３
６
．５

３３
７６
．７

１６
１７

０
０

１７
０
．０
００

日
南
町

３
，５
１４

１
，０
６０

４７
１
，１
０７

３１
．５

１０
１

４
１０
５

９
．５

８５
８１
．０

４４
３３

０
８

４１
０
．７
２３

日
野
町

１
，５
０２

６５
２

６５
２

４３
．４

６１
６１

９
．４

４２
６８
．９

１８
２２

０
２

２４
０
．３
０７

江
府
町

２
，０
８１

６３
３

６３
３

３０
．４

３５
３５

５
．５

３０
８５
．７

８
２０

０
２

２２
０
．３
１６

溝
口
町

１
，１
８７

７６
４

７６
４

６４
．４

７０
７０

９
．２

４７
６７
．１

２０
２６

０
１

２７
０
．１
３１

合
計
１７
５
，１
０３

２５
，９
２４

２５
，３
７１

５１
，２
９５

２９
．３

１
，８
０５

２
，３
４９

４
，１
５４

８
．１

２
，５
９３

６２
．４

１
，１
４６

１
，３
２３

７
１１
７

１
，４
４７

０
．２
４２

４１



（３） 平成１３年度大腸がん検診発見大腸がん患者追跡調査結果

表１ 報告癌と確定癌

地 域 検 診 施 設 検 診 計
総計

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部

報 告 癌 １０ １７ ２２ ４９ ２２ ３ ５０ ７５ ３２ ２０ ７２ １２４

確 定 癌 ８ １７ ２１ ４６ ２２ ２ ４８ ７２ ３０ １９ ６９ １１８

腺 腫 １ ０ ０ １ ０ ０ ２ ３ １ １ ２ ４

そ の 他 １ ０ １ ２ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ２

表２ 性及び年齢

年 齢 ４０～ ４５～ ５０～ ５５～ ６０～ ６５～ ７０～ ７５～ ８０～ 計

地

域

男 ０ ０ １ １ ４ １２ ８ ３ ２ ３１

女 １ １ ２ １ ３ ５ １ １ ０ １５

計 １ １ ３ ２ ７ １７ ９ ４ ２ ４６

施

設

男 ０ １ ０ ４ １ ９ １５ ９ ３ ４２

女 ０ １ ２ ０ ７ １０ ４ ３ ３ ３０

計 ０ ２ ２ ４ ８ １９ １９ １２ ６ ７２

計
男 ０ １ １ ５ ５ ２１ ２３ １２ ５ ７３

女 １ ２ ４ １ １０ １５ ５ ４ ３ ４５

総 計 １ ３ ５ ６ １５ ３６ ２８ １６ ８ １１８

表３ 部 位

部位
鳥取県（Ｈ１３年度） 全国（％）

Ｈ１２年度東部 中部 西部 計 （％）

Ｐ ０ ０ ０ ０ ０．０ ０．２

Ｒ １１ ５ １１ ２７ ２２．９ ３０．９

Ｓ １１ ７ ２５ ４３ ３６．４ ３４．３

Ｄ ０ １ ４ ５ ４．２ ５．４

Ｔ ４ ４ ８ １６ １３．６ ９．５

Ａ ２ ０ １３ １５ １２．７ １４．３

Ｃ ２ ２ ８ １２ １０．２ ５．３

Ｖ ０ ０ ０ ０ ０．０ ０．１

計 ３０ １９ ６９ １１８ １００．０
１００．０

ｎ＝３，６９２

４２



表４ 大きさ

大きさ

（�）

鳥取県（Ｈ１３年度） 全国（％）

Ｈ１２年度東部 中部 西部 計 （％）

０～１０ １２ １１ ２０ ４３ ３６．４ ２５．９

１１～２０ ８ ４ ２０ ３２ ２７．１ ３３．０

２１～５０ ８ ２ ２０ ３０ ２５．４ ３５．０

５１～ １ ２ ７ １０ ８．５ ６．１

不明 １ ０ ２ ３ ２．５

計 ３０ １９ ６９ １１８ １００．０
１００．０

ｎ＝３，３６０

表６ 早期癌の肉眼分類

肉眼型
鳥取県（％）

Ｈ１３年度

全国（％）

Ｈ１２年度

�ｐ ２９ ３６．７ ２７．４

�sp ２２ ２７．８ ２８．９

�ｓ １１ １３．９ １６．１

�ａ ７ ８．９ １２．３

�ａ＋�ｃ ４ ５．１ ５．５

�ｂ １ １．３ ０．０

�ｃ ２ ２．５ ２．６

� ０ ０．０ ０．２

その他 １ １．３ １．４

不明 ２ ２．５ ５．６

計 ７９ １００．０
１００．０

ｎ＝２，３００

表５ 肉眼分類

肉眼型
鳥取県（％）

Ｈ１３年度

全国（％）

Ｈ１２年度

０ ７９ ６６．９ ６２．７

１ ６ ５．１ ６．１

２ ２９ ２４．６ ２７．６

３ ４ ３．４ ３．３

４ ０ ０．０ ０．１

５ ０ ０．０ ０．２

計 １１８ １００．０
１００．０

ｎ＝３，６６８

表７ 深達度

深達度
鳥取県（Ｈ１３年度） 全国（％）

Ｈ１２年度東部 中部 西部 計 （％）

ｍ １４ １３ ４１ ６８ ５７．６ ４５．６

sm ５ ０ ６ １１ ９．３ １８．８

小計 １９ １３ ４７ ７９ ６６．９ ６４．４

mp ４ １ ５ １０ ８．５ １０．８

ss ４ ３ １１ １８ １５．３ １７．２

ｓ ３ ２ ６ １１ ９．３ ７．６

計 ３０ １９ ６９ １１８ １００．０
１００．０

ｎ＝３，５２６

４３



表８ Dukes分類

Dukes分類
鳥取県（Ｈ１３年度） 全国（％）

Ｈ１２年度東部 中部 西部 計 （％）

Ａ ２３ １６ ４９ ８８ ７４．６ ６７．５

Ｂ ４ ２ １２ １８ １５．３ １３．７

Ｃ ３ １ ７ １１ ９．３ １８．８

不明 ０ ０ １ １ ０．８

計 ３０ １９ ６９ １１８ １００．０
１００．０

ｎ＝２，８１８

表９ 組織型分類

組織型
鳥取県（％）

Ｈ１３年度

全国（％）

Ｈ１２年度

Well ９１ ７７．１ ７２．０

Mode ２３ １９．５ ２４．８

Por ３ ２．５ １．４

undiff ０ ０．０ ０．０

muc ０ ０．０ １．１

sig ０ ０．０ ０．０

その他 １ ０．８ ０．７

計 １１８ １００．０
１００．０

ｎ＝３，４０５

表１０ 治療法

治療方法
鳥取県（Ｈ１３年度） 全国（％）

Ｈ１２年度東部 中部 西部 計 （％）

外 科 手 術 １７ ７ ３１ ５５ ４６．６ ４８．８

内視鏡治療 １３ １２ ３８ ６３ ５３．４ ４５．１

そ の 他 ０ ０ ０ ０ ０．０ ６．１

計 ３０ １９ ６９ １１８ １００．０
１００．０

ｎ＝３，６３５
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表１１ 発見大腸癌の受診前歴

受診歴
鳥取県（％）

Ｈ１３年度

全国（％）

Ｈ１２年度

初回 ３９ ３３．１ ３６．４

１年前 ５７ ４８．３ ４６．１

２年前 １３ １１．０ ８．８

３年前 ４ ３．４ ３．２

４年以上前 ４ ３．４ ５．５

不明 １ ０．８

計 １１８ １００．０
１００．０

ｎ＝３，２６６

表１２ 平成１３年度逐年検診発見進行癌

症 例 病 巣 便潜血
前年の精検 地区

検診

方式No 年令 性 部位 大きさ
（�） 深達 肉眼型 組織型 前年 当年

１ ８８ ｍ Ｓ ３５ se １ Well －－ ＋＋ 東部

地

域

検

診

２ ７８ ｍ Ｃ ３０ mp １ Mode －－ ＋－ 〃

３ ６５ ｍ Ｒ ３０ mp ２ Well －－ ＋＋ 〃

４ ８５ ｍ Ｓ １３ mp ２ Well ＋＋ ＋－ 異 常 な し 中部

５ ５３ ｆ Ｔ ２３ ss ２ Well －－ 不明 〃

６ ６４ ｆ Ａ ３６ ss ２ Well －－ －＋ 〃

７ ６６ ｆ Ｃ ６０ ss ３ Mode －－ ＋－ 西部

８ ６８ ｍ Ｒ ７０ ss ２ Mode －－ ＋＋ 東部

施

設

検

診

９ ８０ ｆ Ａ ３０ se ２ Mode －－ ＋＋ 西部

１０ ７４ ｍ Ｓ ３５ ss ２ Well －－ －＋ 〃

１１ ６５ ｆ Ａ ３５ ss ２ Por ＋＋ ＋＋ ポリープ切除 〃

１２ ６６ ｆ Ｔ ２３ mp １ Well －－ ＋＋ 〃

１３ ７１ ｍ Ｒ ３３ ss ２ Well －＋ ＋＋ 未 受 診 〃

１４ ７０ ｆ Ｔ ５０ ss ２ Mode ＋－ ＋＋ 異 常 な し 〃

１５ ７０ ｆ Ａ ６５ ss １ Por ＋＋ ＋＋ 憩 室 〃

１６ ６３ ｆ Ｔ ２６ mp １ Mode －－ －＋ 〃

１７ ５９ ｍ Ｃ ６０ se ３ adenosq －－ ＋＋ 〃
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６．肝 臓 が ん 検 診

１．肝臓がん検診実績
平成１３年度は２２市町村で実施し、対象者数（基本健康診査の対象者数）は２４，３３９人で、このうち受

診者数は３，０４３人で受診率は１２．５％であった。

一次検診の結果、要指導者は３２７人（１０．７％）、要精検者は２４７人（８．１％）であった。

このうち、精密検査を受診したのは１１４人、精検受診率は４６．２％であった。また、精検受診者１１４人

のうち、HBs抗原陽性者は１８人、HCV抗体陽性者は１８人であった。

この結果、肝臓がんまたは肝臓がん疑いの者は２人であり、発見率は０．０７％であった。肝臓がん２

人はHCV抗体陽性者であった。

また、平成１３年度の肝臓がん検診により発見されたHCV抗体陽性者５１人に対し、HCV―RNA検査

を行った結果、１９人が受診し、検査の結果陽性は９人、陰性は１０人であった。

平成７年度～平成１３年度の７年間を集計すると、受診者数６９，９８８人で、そのうちHBs抗原陽性者は

１，８８６人（２．６９％）、HCV抗体陽性者は３，１０７人（４．４４％）であった。HCV抗体陽性率は６０歳以上が高

く、HBs抗原陽性率は４０～５９歳が高い傾向は前年と同様であった。

２．肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査結果
肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検診を平成１０年度より行っており、

平成１３年度は２８市町村で実施された。

健康指導対象者はＢ型肝炎ウイルス陽性者が１，２６２人、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が１，１１２人で、この

うち受診者数はＢ型肝炎ウイルス陽性者が４８３人、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が６８４人であった。

定期検査の結果、慢性肝炎と診断された人は、Ｂ型肝炎ウイルス陽性者が９０人（受診者数の１８．６％）、

Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が３２８人（受診者数の４８．０％）であった。また、肝硬変と診断された人はＢ

型肝炎ウイルス陽性者が８人（受診者数の１．７％）、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が２１人（受診者数の３．１％）

であった。

肝臓がん疑いまたは肝臓がんと診断された人は、Ｂ型肝炎ウイルス陽性者が２人（受診者数の

０．４％）、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が１５人（受診者数の２．２％）であった。

３．肝臓がん検診発見肝臓がん追跡調査結果
（１） 平成１３年度肝臓がん検診による発見がん２名のうち、確定調査の結果確定がんが１名であっ

た。また、肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査の結果、がん及び

がんの疑いのものが１７名発見され、そのうち５名は過去の検診、定期検査で既にがんと診断され

ていた。残り１２名の確定検査を行った結果、確定がんが６例であった。

（２） 平成７年度～１３年度肝臓がん検診で確定がんが１７例、平成１０～１３年度定期検査確定がんが２６

例であった。
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（１） 平成１３年度肝臓がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
一次検診受診者数

（人）
一 次 検 診 結 果

要精検率（％） 異常認めず
要 指 導 要 精 検

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４
（ ３）

８５
（ ２）

１８９
（ １）

２７
（ ０）

１２
（ ０）

９
（ ０）

７ １０．６ ３．７
（ ２）

４９
（ ２）

１７０

４５～４９
（ ２）

５９
（ ５）

１１０
（ ２）

１６
（ ０）

１０
（ ０）

１０
（ ０）

４ １６．９ ３．６
（ ０）

３３
（ ５）

９６

５０～５４
（ ２）

１１５
（ ２）

２４２
（ ０）

２９
（ ０）

１７
（ ０）

２１
（ ０）

９ １８．３ ３．７
（ ２）

６５
（ ２）

２１６

５５～５９
（ １）

８２
（ ５）

１６９
（ ０）

１５
（ ０）

１７
（ ０）

１１
（ １）

１２ １３．４ ７．１
（ １）

５６
（ ４）

１４０

６０～６４
（ ７）

１８９
（ ４）

３０８
（ ０）

３３
（ ０）

１５
（ ０）

２５
（ ０）

１９ １３．２ ６．２
（ ７）

１３１
（ ４）

２７４

６５～６９
（ ４）

２２７
（ ７）

３２８
（ ０）

３８
（ １）

２０
（ ０）

３５
（ １）

２４ １５．４ ７．３
（ ４）

１５４
（ ５）

２８４

７０～７４
（ ４）

１７７
（ ５）

３０９
（ １）

２４
（ ０）

１９
（ ２）

２２
（ １）

１６ １２．４ ５．２
（ １）

１３１
（ ４）

２７４

７５～７９
（ ２）

１００
（ ７）

１６８
（ ０）

１０
（ １）

１１
（ １）

１０
（ １）

５ １０．０ ３．０
（ １）

８０
（ ５）

１５２

８０歳以上
（ ４）

６８
（ ４）

１１８
（ １）

６
（ ０）

８
（ ０）

２
（ ０）

６ ２．９ ５．１
（ ３）

６０
（ ４）

１０４

計
（ ２９）
１，１０２

（ ４１）
１，９４１

（ ５）
１９８

（ ２）
１２９

（ ３）
１４５

（ ４）
１０２ １３．２ ５．３

（ ２１）
７５９

（ ３５）
１，７１０

合 計
（ ７０）
３，０４３

（ ７）
３２７

（ ７）
２４７ ８．１

（ ５６）
２，４６９

＊（ ）内はウイルス検査のみした人の再掲

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査受診者数（人） 精密検査受診率（％）

男 女 男 女

４０～４４
（ ０）
［ ０］

４

（ ０）
［ ２］

３
４４．４ ４２．９

４５～４９
（ ０）
［ ０］

２

（ ０）
［ ０］

３
２０．０ ７５．０

５０～５４
（ １）
［ １］

５

（ ４）
［ ０］

６
２３．８ ６６．７

５５～５９
（ ０）
［ １］

６

（ １）
［ ２］

６
５４．５ ５０．０

６０～６４
（ ３）
［ １］

１１

（ ２）
［ １］

９
４４．０ ４７．４

６５～６９
（ ２）
［ ２］

１４

（ １）
［ ４］

１５
４０．０ ６２．５

７０～７４
（ １）
［ ０］

８

（ ２）
［ １］

１１
３６．４ ６８．８

７５～７９
（ ０）
［ １］

３

（ ０）
［ ２］

４
３０．０ ８０．０

８０歳以上
（ ０）
［ ０］

１

（ １）
［ ０］

３
５０．０ ５０．０

計
（ ７）
［ ６］

５４

（ １１）
［ １２］

６０
３７．２ ５８．８

合 計
（ １８）
［ １８］

１１４
４６．２

＊（ ）内はHBs抗原陽性者で再掲
＊［ ］内はHCV抗体陽性者で再掲
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年
代
別
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
率

年
齢
区
分

一
次
検
診
受
診
者
数

H
B
s抗
原
陽
性
者

H
B
s抗
原
陽
性
率

H
C
V
抗
体
陽
性
者

H
C
V
抗
体
陽
性
率

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４

８５
１８
９

３
４

３
．５

２
．１

０
２

０
．０

１
．１

４５
～
４９

５９
１１
０

２
０

３
．４

０
．０

０
０

０
．０

０
．０

５０
～
５４

１１
５

２４
２

７
５

６
．１

２
．１

１
０

０
．９

０
．０

５５
～
５９

８２
１６
９

０
２

０
．０

１
．２

２
３

２
．４

１
．８

６０
～
６４

１８
９

３０
８

７
３

３
．７

１
．０

３
２

１
．６

０
．６

６５
～
６９

２２
７

３２
８

７
５

３
．１

１
．５

９
８

４
．０

２
．４

７０
～
７４

１７
７

３０
９

２
５

１
．１

１
．６

７
４

４
．０

１
．３

７５
～
７９

１０
０

１６
８

２
０

２
．０

０
．０

３
３

３
．０

１
．８

８０
歳
以
上

６８
１１
８

０
２

０
．０

１
．７

１
３

１
．５

２
．５

計
１
，１
０２

１
，９
４１

３０
２６

２
．７

１
．３

２６
２５

２
．４

１
．３

合
計

３
，０
４３

５６
１
．８

５１
１
．７

（
単
位
：
人
）

年
齢

精
密

検
査

結
果

肝
臓
が
ん

発
見
率

（
％
）

異
常
な
し

そ
の
他
の
疾
病

そ
の

他
の

疾
病

肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓

が
ん

脂
肪

肝
H
B
V
キ
ャ
リ
ア
・

H
C
V
キ
ャ
リ
ア

慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障

害
そ

の
他

が
ん

う
ち
早
期
が
ん

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４

０
１

４
２

１
１

０
０

０
１

０
０

３
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０
０

０
．０
０

４５
～
４９

１
２

１
１

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０
０

０
．０
０

５０
～
５４

１
１

４
５

１
０

１
４

２
０

０
０

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
．０
０

０
．０
０

５５
～
５９

２
１

４
５

１
２

１
２

０
０

０
０

２
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
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０
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２
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０
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０
０
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０
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０
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．０
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０
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合
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８９
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０

１０
４

０
２

０
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．０
７

４８



３
）
平
成
１３
年
度
肝
臓
が
ん
検
診
受
診
状
況

市
町
村

対
象
者

Ａ

受
診

者
要

指
導

者
要
精
密
検
査
者

精
検
受

診
者

Ｍ

精
検
受

診
率
（
％
）

Ｎ
＝
Ｍ

／Ｋ

検
査

結
果

別
人

員

集
団

検
診
Ｂ

医
療

機
関
Ｃ

計

Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ

受
診
率

（
％
）

Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

集
団

検
診
Ｆ

医
療

機
関
Ｇ

計

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ

集
団

検
診
Ｉ

医
療

機
関
Ｊ

計

Ｋ
＝
Ｉ
＋
Ｊ

要
精
検

率
（
％
）

Ｌ
＝
Ｋ
／Ｄ

異
常

認
め
ず
Ｏ

そ
の
他

の
疾
病
Ｐ

が
ん

疑
い
Ｑ

が
ん

Ｒ

異
常
者

総
計
Ｓ

が
ん
発
見
率

（
％
）

Ｔ
＝（
Ｑ
＋
Ｒ
）／
Ｄ

倉
吉
市

１
，９
５
０

（
０
）

３
９

（
０
）

３
９

２
．０

（
０
）
５

（
０
）
５

（
０
）
２

（
０
）
２

５
．１

１
５
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．０

１
１

―

国
府
町

１
，５
３
１

（
３
）

８
７

（
３
）

８
７
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．７

（
０
）
７

（
０
）
７

（
０
）

１
４

（
０
）

１
４

１
６
．１

５
３
５
．７

２
３

３
―

福
部
村

８
０
２

（
３
）
５

（
２
）
６

（
５
）

１
１

１
．４

（
０
）
０

（
０
）
０

（
０
）
０

（
０
）
０
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０
）
２
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）
２

１
８
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０
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．０
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―

河
原
町
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４
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）

８
８

（
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）

８
８

２
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（
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）
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０
）

１
５

（
０
）
５
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０
）
５

５
．７

２
４
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．０
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―
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桜
町

２
９

（
０
）

２
９

（
０
）
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９

１
０
０
．０

（
０
）
１

（
０
）
１
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）
５
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０
）
５
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７
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１
０
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．０
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２
，１
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０
）
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）
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２
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０
）
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．５
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）
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１
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．０
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４）平成７～１３年度年代別肝臓がん検診結果

年 齢

一次検診受診者数

（人）

HBs抗原陽性者

（人）

HBs抗原陽性率

（％）

HCV抗体陽性者

（人）

HCV抗体陽性率

（％）

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０ ～ ４４ １，５１１ ３，１５８ ７４ １０３ ４．９０ ３．２６ ３１ ４０ ２．０５ １．２７

４５ ～ ４９ １，６６８ ３，６７８ ９１ １５１ ５．４６ ４．１１ ３０ ８６ １．８０ ２．３４

５０ ～ ５４ １，５３３ ４，３３０ ８７ １７４ ５．６８ ４．０２ ２５ １４０ １．６３ ３．２３

５５ ～ ５９ １，６７６ ５，１８８ ６０ １７２ ３．５８ ３．３２ ５８ ２１２ ３．４６ ４．０９

６０ ～ ６４ ３，８５７ ８，２７９ １１７ １７６ ３．０３ ２．１３ １５７ ４２２ ４．０７ ５．１０

６５ ～ ６９ ４，９６０ ８，６４１ １２６ １７７ ２．５４ ２．０５ ２５４ ４６２ ５．１２ ５．３５

７０ ～ ７４ ４，１８６ ６，９０２ ７６ １２９ １．８２ １．８７ ２５３ ３８６ ６．０４ ５．５９

７５ ～ ７９ ２，２５４ ３，９２７ ５０ ６２ ２．２２ １．５８ １３０ ２０４ ５．７７ ５．１９

８０歳 以 上 １，６０６ ２，６３４ １７ ４４ １．０６ １．６７ ９９ １１８ ６．１６ ４．４８

計 ２３，２５１ ４６，７３７ ６９８ １，１８８ ３．００ ２．５４ １，０３７ ２，０７０ ４．４６ ４．４３

合 計 ６９，９８８ １，８８６ ２．６９ ３，１０７ ４．４４

５０
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２
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平
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年
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れ
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定
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女
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女
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人
数
）

受
診

者
数

（
平
成
１４
年
３
月

３１
日
現
在
の
実

人
数
）

定
期

検
査

結
果

健
康

指
導

対
象

者
診

断
名

そ
の
他

無
症
候
性
H
C
V

キ
ャ
リ
ア

脂
肪

肝
慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障

害
肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４

５
２

１
１

０
０

０
０

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

４５
～
４９

８
１１

２
８

０
３

０
１

１
４

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

５０
～
５４

１０
３７

４
１８

０
３

０
１

３
１１

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
３

５５
～
５９

１０
４９

５
２５

１
６

０
０

３
１７

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

１
１

６０
～
６４

２８
１０
０

１６
６１

５
１７

０
２

１０
２９

１
１

０
０

０
１

０
０

０
０

０
１１

６５
～
６９

６１
１６
１

４０
９８

８
２７

０
５

２６
４６

２
１

０
０

０
１

０
２

０
４

４
１２

７０
～
７４

８６
１７
１

５９
１２
６

１５
４３

２
１

２４
６２

２
５

０
０

０
２

４
０

４
１

８
１２

７５
～
７９

７３
１３
１

４６
８２

１１
３２

０
１

２４
３４

１
２

０
０

１
０

１
２

１
１

７
１０

８０
歳
以
上

６８
１０
１

３８
５４

９
２１

１
０

１４
１８

１
４

０
０

１
０

０
０

２
０

１０
１１

計
３４
９

７６
３

２１
１

４７
３

４９
１５
２

３
１１

１０
６

２２
２

７
１４

１
０

２
４

５
４

７
６

３１
６０

合
計

１
，１
１２

６８
４

２０
１

１４
３２
８

２１
１

６
９

１３
９１

５１



２）平成１０年～平成１２年度肝炎ウイルス陽性者定期検査による発見癌追跡調査報告

№ 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

７１

６３

７１

６３

５９

７６

７０

６８

８３

７９

６４

７９

６６

８２

７４

６４

７５

７５

８６

７０

６５

６７

７６

６６

７５

７３

男

男

男

女

男

女

男

男

男

男

男

女

男

男

女

女

男

男

男

女

男

男

女

女

女

男

切除

切除

TAE

PEIT

TAE

TAE

切除

MCT

TAE

TAE

切除

TAE

切除

TAE

切除

TAI

TAE

TAE

PEIT

切除

切除

TAE

TAE

TAE

TAE

９５．８

９７．２．２６

９７．７．１６

９７．１２．３

９８．５

９８．６．３０

９８．９．１

９９．１．２５

９９．２．１１

９９．６．９

００．２．８

００．３．１

００．９．２７

００．４．５

００．２．２８

９９．１０．１４

００．４．１９

９７．１１

００．８．１８

００．７．２

９８．２．５

０１．１１．１９

０１．８．１

０１．７．２６

０２．３．４

０１．４．１０

単 発

単 発

２ 個

単 発

単 発

単 発

単 発

４ 個

＞４個

単 発

２ 個

単 発

２ 個

単 発

単 発

＞４個

単 発

＞４個

単 発

単 発

単 発

単 発

単 発

単 発

単 発

S８

S６，８

S２

S８

S８

S８

S２，３，７，７

S３，５，６，７，８

S８

Ｓ５／６，４
S６

S６，５

S４

S２

S２，３，４，５，７

S７

S４，５，６，８

S４

S１

S８

S７

S７

Ｓ５／６
S５

３０×３０

３０×３０

１０×１０

２０×２０

３０×３０

４０×３０

２７×２７

４０×３０

７５×７０

１０×１０

１５×１５

５５×４０

３２×３２

１０×１０

３０×３０

２５×２５

１５×１５

９０×９０

１３×１３

１５×１５

１０×１０

３７×３１

２０×２０

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

浸潤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

有

有

無

無

有

有

有

有

有

有

無

有

有

有

有

有

無

有

無

有

有

有

無

無

有

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

４年６か月後死亡

４年８か月後再発

無再発生存中

再発、３年２か月後死亡

再発、２年３か月後死亡

再発、２年９か月後死亡

再発、３年５か月後死亡

１１か月後死亡

８か月後死亡

再発、生存中

５か月後再発

無再発生存中

１年２か月後他病死

２年５か月後再発

無再燃生存中

無再発生存中

４年１か月後他病死

無再発生存中

同月死亡

３年１０か月後死亡

無再発生存中

無再発生存中

無再発生存中

無再発生存中

７か月後死亡

健 康 指 導

対 象 者 数

定 期 検 査

受 診 者 数
慢 性 肝 炎 肝 硬 変

肝 臓 が ん 疑 い

または肝臓がん

Ｂ型肝炎ウイルス陽性者 １，２６２ ４８３
９０

（１８．６％）

８

（１．７％）

２

（０．４％）

Ｃ型肝炎ウイルス陽性者 １，１１２ ６８４
３２８

（４８．０％）

２１

（３．１％）

１５

（２．２％）

（３） 平成１３年度肝臓がん検診等発見がん患者追跡調査結果について

１）平成１３年度肝臓がん検診発見癌または癌疑いおよび定期検診（がん疑いまたはがん）

（検診発見癌または癌疑い）

№ 年齢 性 診断 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス AFP

１

２

７７

６６

女

男

癌なし

肝癌 TAE ０１．９．１９ 単 発 S６ １００×１００ 腫瘤 無

Ｃ

Ｃ

１２４

２６０

（定期検査による発見癌または癌疑い）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

６５

６７

７６

６６

７５

７３

８８

６０

７０

６９

７８

７０

男

男

女

女

女

男

男

女

女

女

男

女

肝癌

肝癌

肝癌

肝癌

肝癌

肝癌

癌なし

癌なし

癌なし

肝嚢胞

癌なし

血管腫

切 除

切 除

TAE

TAE

TAE

TAE

９８．２．５

０１．１１．１９

０１．８．１

０１．７．２６

０２．３．４

０１．４．１０

単 発

単 発

単 発

単 発

単 発

単 発

S１

S８

S７

S７

Ｓ５／６
S５

９０×９０

１３×１３

１５×１５

１０×１０

３７×３１

２０×２０

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

有

有

有

無

無

有

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

２８，３９６

５

３

５

７１９

２，０７４

３３

４

１１

３

４

３９

５２



３）平成７年～平成１３年度肝臓がん検診発見癌追跡調査報告

№ 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

７４

７０

６３

８３

７４

６４

７２

７０

６９

７３

６１

７５

５７

８０

４９

６９

６６

女

女

女

男

女

女

男

男

男

女

男

男

男

女

男

男

男

切除

TAE

切除

TAE

TAE

TAE

TAE

PEIT

PEIT

TAE

TAE

TAE

TAE

切除

RES

切除

TAE

９５．１０．２４

９６．２．２０

９６．３．１３

９６．７．１５

９６．８．２９

９６．１０．２５

９６．１１．１

９６．１１．２２

９７．１．７

９７．１１．１７

９７．１１．１７

９７．１２．４

９８．３．３

９８．７．３１

９９．１２．１５

００．１２．２３

０１．９．１９

単 発

単 発

単 発

単 発

＞４個

＞４個

２ 個

単 発

単 発

＞４個

３ 個

単 発

単 発

単 発

＞４個

単 発

単 発

S４

S８

S７

S４

S５，６，７，８

S６，７

S６

S５

S７

S２，３，４

S５，６，８

S７／８
S１

S５／６
S４，５，６，８

S８

S６

５５×５５

４０×３８

３０×２３

１２×１２

３５×３５

６７×５７

２０×２０

２５×２５

１０×９

８０×６０

１５×１０

４０×３２

７０×５０

２５×２５

８０×８０

５０×５０

１００×１００

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

腫瘤

浸潤

腫瘤

腫瘤

有

無

有

無

無

無

有

有

無

無

有

無

有

無

無

無

無

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

―

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

―

Ｃ

１年６か月後再発

死亡

無再発生存中

再発、３年９か月後死亡

再発、１年８か月後死亡

９か月後死亡

再発、１年１か月後死亡

再発、５年２か月後死亡

２年６か月後再発

３か月後死亡

再発、２年３か月後死亡

７か月後死亡

１年後死亡

９か月後死亡

４か月後死亡

再発、１年５か月後死亡

５３



７．全国がん検診実績との比較

（単位：人 ％）

区 分 平成１３年度実績（鳥取） 平成１３年度実績（全国）

胃

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １６７，３３６ ３３，２５１，３０３

受 診 者 数（人） ４３，６３６ ４，３０２，５６２

受 診 率（％） ２６．１ １２．９

要 精 検 者 数（人） ４，２８６ ４９５，１７４

要 精 検 率（％） １２．６ １１．５

精 検 受 診 者 数（人） ３，２１２ ４２７，９７０

精 検 受 診 率（％） ７４．９ ８６．４

がん又はがんの疑いのある者 １４８ ７，６７０

が ん 発 見 率（％） ０．３４ ０．１８

Ｈ１３年度受診率全国順位 ７位 ―

子
宮
頸
部
が
ん
検
診

対 象 者 数（人） １２１，３２６ ２６，１１６，１１５

受 診 者 数（人） ２６，４８６ ３，８２５，６７０

受 診 率（％） ２１．８ １４．６

要 精 検 者 数（人） １４８ ３６，６１４

要 精 検 率（％） ０．５６ ０．９６

精 検 受 診 者 数（人） １２４ ３１，６１８

精 検 受 診 率（％） ８３．８ ８６．４

がん又はがんの疑いのある者 ４９ ７，３２７

が ん 発 見 率（％） ０．１９ ０．１９

Ｈ１３年度受診率全国順位 １１位 ―

肺

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １７４，４５３ ３２，５５３，３９２

受 診 者 数（人） ６２，６３１ ７，４１２，２１２

受 診 率（％） ３５．９ ２２．８

要 精 検 者 数（人） ２１６ ２０４，２７９

要 精 検 率（％） ０．３４ ２．８

精 検 受 診 者 数（人） １５２ １７８，２３０

精 検 受 診 率（％） ７０．４ ８７．２

がん又はがんの疑いのある者 ４３ ７，２７４

が ん 発 見 率（％） ０．０７ ０．１０

Ｈ１３年度受診率全国順位 １７位 ―

５４



区 分 平成１３年度実績（鳥取） 平成１３年度実績（全国）

乳

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １２３，８９６ ２６，５９４，４８５

受 診 者 数（人） ２９，８４０ ３，２７９，２１２

受 診 率（％） ２４．１ １２．３

要 精 検 者 数（人） ８３７ １５８，７４２

要 精 検 率（％） ２．８ ４．８

精 検 受 診 者 数（人） ６９２ １４１，７５４

精 検 受 診 率（％） ８２．７ ８９．２

がん又はがんの疑いのある者 ３８ ５，３８８

が ん 発 見 率（％） ０．１３ ０．１６

Ｈ１３年度受診率全国順位 ５位 ―

大

腸

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １７５，１０３ ３４，９８３，９７２

受 診 者 数（人） ５１，２９５ ５，７５５，７０３

受 診 率（％） ２９．３ １６．５

要 精 検 者 数（人） ４，１５４ ４１１，８５６

要 精 検 率（％） ８．１ ７．２

精 検 受 診 者 数（人） ２，５９３ ３１４，４５６

精 検 受 診 率（％） ６２．４ ７６．４

がん又はがんの疑いのある者 １２４ １２，０６２

が ん 発 見 率（％） ０．２４ ０．２１

Ｈ１３年度受診率全国順位 ６位 ―
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�．平成１４年度各がん検診従事者講習会及び

症例研究会開催状況



平
成
１４
年
度
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及
び
症
例
研
究
会
開
催
状
況

事
業

名
開
催
日
時

場
所

出
席
者

内
容

胃
が
ん
胃
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
研
究
会

平
成
１５
年
３
月
１５
日（
土
）

午
後
４
時

倉
吉
市

中
部
医
師
会
館

８２
名
演
題
：「
胃
Ｘ
線
検
査
に
お
け
る
H
.P
yl
or
i感
染
の
診
断
能
―
胃
集
検
で
の

要
精
検
率
の
低
減
を
め
ざ
し
て
―
」

講
師
：
島
根
県
環
境
保
健
公
社
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
所
長

有
馬
範
行
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
烏
取
赤
十
字
病
院

堀
江

聡
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

佐
藤

徹
先
生

西
部
―
１
例
：
国
立
米
子
病
院

木
村

修
先
生

子
宮
が
ん
子
宮
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

子
宮
が
ん
検
診
症
例
検
討
会

平
成
１５
年
２
月
１３
日（
木
）

午
後
４
時

平
成
１４
年
１２
月
８
日（
日
）

午
後
１
時

倉
吉
市

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ

米
子
市

西
部
医
師
会
館

４９
名

５５
名

演
題
：「
若
年
者
子
宮
頚
癌
の
最
近
の
話
題
」

講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
器
官
制
御
外
科
学
講
座
生
殖
機
能
医
学
分
野
助
教
授

細
川
純
三
先
生

症
例
提
示
４
例

肺
が
ん
肺
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
研
究
会

平
成
１５
年
２
月
１５
日（
土
）

午
後
４
時

倉
吉
市

倉
吉
未
来
中
心

７１
名
演
題
：「
肺
癌
の
画
像
診
断
―
診
断
困
難
例
を
中
心
に
―
」

講
師
：
兵
庫
県
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
放
射
線
科
部
長

足
立
秀
治
先
生

症
例
検
討

東
部
―
２
例
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院

森
本
啓
介
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

吹
野
俊
介
先
生

西
部
―
２
例
：
国
立
米
子
病
院

中
村
廣
繁
先
生

乳
が
ん
乳
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
第
１０
回
烏
取
県
検
診
発
見

乳
が
ん
症
例
検
討
会

平
成
１４
年
８
月
１０
日（
土
）

午
後
４
時

倉
吉
市

中
部
医
師
会
館

１０
３
名
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：「
M
M
G
併
用
検
診
の
問
題
点
を
め
ぐ
っ
て
」

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
：

�
M
M
G
併
用
検
診
実
施
の
医
療
機
関
の
経
験

日
野
病
院
副
院
長

岡
野
一
廣
先
生

�
M
M
G
併
用
検
診
を
実
施
し
て
得
ら
れ
た
事

講
口
町
福
祉
保
健
課
課
長
補
佐

絹
谷
裕
美
子
氏

�
行
政
の
立
場
か
ら
見
た
M
M
G
検
診
の
実
施
現
場
の
問
題
点

倉
吉
市
長
寿
社
会
課
主
任
保
健
師

福
田
美
子
氏

�
M
M
G
併
用
検
診
実
施
と
放
射
線
技
師
の
役
割

烏
取
県
立
厚
生
病
院
放
射
線
技
師

松
原
雅
己
氏

�
県
下
各
市
町
村
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
併
用
検
診
の
実
施
状
況

健
対
協
・
乳
が
ん
対
策
専
門
委
員
会
委
員

深
田
民
人
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
市
立
病
院

渡
辺
直
樹
先
生

中
部
―
１
例
：
烏
取
県
立
厚
生
病
院

足
立
洋
心
先
生

西
部
―
１
例
：
博
愛
病
院

村
田
陽
子
先
生
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事
業

名
開
催
日
時

場
所

出
席
者

内
容

大
腸
が
ん
大
腸
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
研
究
会

平
成
１４
年
８
月
８
日（
木
）

午
後
４
時

鳥
取
市

烏
取
県
健
康
会
館
１１
４
名
演
題
：「
大
腸
が
ん
外
科
治
療
の
進
歩
と
現
状
に
つ
い
て
」

講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
第
１
外
科

牧
野
正
人
先
生

東
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院

津
本
順
史
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

嵯
峨
山

敦
先
生

西
部
―
１
例
：
鳥
大
医

第
２
内
科

細
田
明
秀
先
生

肝
臓
が
ん
肝
臓
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
研
究
会

平
成
１５
年
２
月
２２
日（
土
）

午
後
４
時

米
子
市

西
部
医
師
会
館

１１
６
名
演
題
「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
キ
ャ
リ
ア
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で
き
て
い
ま
す
か
」

講
師
：
山
陰
労
災
病
院
第
２
消
化
器
内
科
部
長

岸
本
幸
廣
先
生

東
部
―
１
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

松
田
裕
之
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

佐
藤

徹
先
生

西
部
―
２
例
：
鳥
大
医

第
２
内
科

川
上
万
里
先
生
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１．胃がん検診症例研究会

日 時 平成１５年３月１５日（土） 午後４時

場 所 鳥取県中部医師会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 堀 江 聡

５２歳、女性

集検歴：平成１１年 異常なし

平成１２年 異常なし

平成１３年 異常なし

平成１４年 異常なし

経 過：平成１４年１１月１４日の他施設にての検診時胃Ｘ線上、異常指摘を受ける。要精査の指示あり、

１１月１９日当院受診。内視鏡上、胃前庭部前壁に３型胃癌を認めた。生検にて低分化腺癌の

診断。腹部CT上、肝門部リンパ節転移あり。化学療法にて加療中である。

検 討：平成１４年集検フィルム

前壁の病変であり病変全体は描出されていないが、前庭部小弯の壁不整は指摘出来た。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 佐 藤 徹

６６歳、女性

集検歴：平成１１年 異常なし

平成１２年 異常なし

平成１３年 胃角小弯辺縁不整、３、要精検

経 過：平成１３年４月頃より心窩部痛あった。平成１３年５月１５日胃集検受けるも、その結果を待た

ずに近医受診、内視鏡検査にて異常を指摘され当院紹介受診。胃内視鏡検査、胃レントゲ

ン検査にて胃体部小弯の�c型胃癌を認め胃切除術施行。腫瘍は２．５×１．３㎝、�c、深達度

m、組織型poorly differentiated adenocarcinomaであった。

検 討：平成１３年の胃集検にて他部位のチェックにて発見された症例であるが、平成１３年の集検

フィルムについて病変部位はチェック可能と考えられた。平成１２年の集検フィルムにても

病変部位はチェック可能ではとの意見であった。

〔西部症例〕 提出者：国立米子病院 木 村 修

７１歳、男性

集検歴：平成１４年９月 胃集検（車検診） 異常なし

経 過：平成１４年夏頃より空腹時の心窩部痛を認めていたが、９月に受けた集検にて異常なしと判

断されたため経過を見ていた。しかし、１２月下旬頃から心窩部痛が増強するようになった

ため平成１５年１月８日、近医を受診、胃Ｘ線検査、胃内視鏡検査を受け、幽門狭窄を認め

る進行胃癌と診断され、手術目的にて当科紹介となった。

平成１５年１月３０日、幽門側胃切除術を施行したが、癌腫は膵頭部に直接浸潤し、広範なリ

ンパ節転移が認められ、膵頭部部分切除、リンパ節郭清を行った。癌腫は４．５×８．５㎝、２
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型、por１＞muc＞sig、sei、INF７、１y３、v１、n３（＋）、stage IVであった。

検 討：集検フィルムでは、幽門前庭部が十二指腸と重なり、前庭部の病巣がまったく見えない。

前庭部の病巣を確実に描出できる撮影法、例えば少量バリウムによる腹臥位二重造影など

の工夫、採用が重要であると考えられた。

６０



２．子宮がん検診症例研究会

日 時 平成１４年１２月８日（日） 午後１時

場 所 鳥取県西部医師会館

挨 拶

寺川直樹鳥取県成人病検診管理指導協議会子宮がん部会長と大石 徹鳥取県健康対策協議会子宮が

ん対策専門委員会委員長の挨拶があった。

１．症例検討
鳥取大学医学部器官制御外科学講座生殖機能医学分野教授紀川純三先生の進行により、施設検診症

例―４例について症例検討が行われた。

平成１４年度子宮がん検診症例検討会提出症例

症例No 生年月日 市町
村名 検診月日 一次検診機関 一次検診結果 精密検査機関 精密検査結果 治療機関名

症例１ Ｓ４７．１１．１３ 青谷町 Ｈ１３．
０５．２９

鳥取県保健事
業団

IIIa―mild dyspla-
sia and HPV疑

鳥取赤十字病
院

mild dyspla-
sia and koilo-
cytosis

鳥取赤十字病
院

症例２ Ｓ４６．０５．２２ 米子市 Ｈ１３．
０９．１１

脇田ウィメン
ズヘルスケア
センター

CT―II コルポ診
―疑性より要精検
臨床診断―頸部異
形成

脇田ウィメン
ズヘルスケア
センター

細胞診にて
class II
クラジミア抗
原（＋）

脇田ウィメン
ズヘルスケア
センター

症例３ Ｓ４３．０３．２６ 気高町 Ｈ１３．
０８．３１

鳥取県立中央
病院

IIIa―mild dyspla-
sia

鳥取県立中央
病院

mild dyspla-
sia

鳥取県立中央
病院

症例４ Ｓ２７．０９．２０ 米子市 Ｈ１３．
０９．１９ 博愛病院 疑陽性

母と子の長田
産科婦人科ク
リニック

endometrial
hyperplasia
atypical hy-
perplasia

母と子の長田
産科婦人科ク
リニック

６１



３．肺がん検診症例研究会

日 時 平成１５年２月１５日（土） 午後４時

場 所 倉吉未来中心

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取県立中央病院 森 本 啓 介

症例�：７６歳、女性

主 訴：胸部Ｘ線写真異常陰影

生活歴：タバコ喫煙歴なし

既往歴：糖尿病（網膜症）、高脂血症、子宮癌手術（５２歳）、左乳癌手術（６４歳）

現病歴：前年の肺がん検診での胸部Ｘ線写真では異常なし。平成１４年２月、肺がん検診の胸部Ｘ線

写真で左肺尖部の異常陰影を指摘され（Ｄ判定）、当院へ紹介された。自覚症状なし。

臨床経過：胸部Ｘ線写真で左肺尖部に径２㎝の腫瘤影が見られ、胸部CTでは左S１＋２に２０×３０㎜

の腫瘤影として認められた。CTガイド下肺生検で腺癌（肺原発）と診断された。腫瘍マー

カーはCEA ７．１ng／ml、SLX ３９．３U／mlと軽度上昇を示した。うつ病の治療後、平成１４年

６月３日、左肺上葉切除術＋リンパ節郭清（ND２a）を施行した。切除標本では左S１＋２

に２１×１５×３０㎜の腫瘍を認め、病理組織診断では中分化型腺癌、縦隔リンパ節（＃１, ５,

６）および肺門リンパ節（＃１２）に転移が見られた（T１N２M０、stage IIIA）。

症例�：７６歳、男性

主 訴：胸部Ｘ線写真異常陰影

生活歴：喫煙歴 ４０本／日×４５年

既往歴：肺結核手術（３７歳）、慢性胃炎

現病歴：近年の肺がん検診は受けていなかった。平成１３年１１月、肺がん検診の胸部Ｘ線写真で右下

肺野異常陰影を指摘され、当院へ紹介された。自覚症状なし。

臨床経過：胸部Ｘ線写真で左下肺野に径１㎝の腫瘤影が見られ、胸部CTでは右S４に２０×１５㎜の腫

瘤影として認められた。CTガイド下細胞診で高分型腺癌が考えられた。平成１４年２月２１

日、胸腔鏡補助下に右肺中葉切除術＋リンパ節郭清（ND２a）を施行した。切除標本では

右S４に１５×１５×１５㎜の腫瘍を認め、病理組織診断では腺癌（Noguchi C型）でリンパ節転

移は見られなかった（T１N０M０、stage IA）。

症例�は術後４か月の外来での胸部Ｘ線写真では再発所見を認めず経過良好であったが、術後５か

月に脳出血にて他院で死亡した。症例�は術後１年で再発転移を認めなかったが、慢性胃炎に対する

胃内視鏡検査で早期胃癌（�a）と診断されEMRが施行された後、健存中である。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 吹 野 俊 介

６９歳、男性

主 訴：胸部Ｘ線写真異常陰影

既往歴、家族歴に特記すべきことなし。

生活歴：タバコ指数 ５０本×３０年
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現病歴：平成１０年、平成１１年の検診では、異常なしとされた。２年間検診を受けなかったが、平成

１４年６月に検診を受け、胸部Ｘ線写真の異常陰影を指摘され、７月９日当院を受診した。

身体所見：特に異常なし。

検査所見：末梢血、尿、一般生化学検査に異常なし。

腫瘍マーカー CEA４．１ng／ml、SCC抗原０．７ng／ml

臨床経過：平成１０年、１１年、１４年の胸部Ｘ線写真を比較すると、平成１１年の段階で右上肺野の陰影

を指摘することができた。また今回の胸部CTでは右S１、S３、S４に異常陰影を認めるが、

胸部Ｘ線写真ではS１の陰影しか指摘できなかった。S３、S４の陰影は、ともにGGOを呈し

ていた。CTガイド下肺生検でS１、S４より腺癌の病理診断を得て、同時性肺多発癌と診断

した。胸腔鏡下右上中葉切除、ND２aリンパ節廓清を行った。腫瘍は、右S１は２．９×２．０×

１．９㎝で乳頭腺癌、右S３は０．７×０．５㎝でBAC、右S４は２．８×２．６×１．８㎝でBACであった。

臨床的にも、病理学的にも同時性多発肺癌で矛盾なしと判断された。

多発肺癌は、同時性、異時性とあるが、どちらにしても肺内転移との鑑別に困難を要する

ことが多い。今回の症例では、BACと乳頭腺癌というところで、比較的鑑別は容易で

あった。治療においては、肺機能の温存をより一層考慮しながらの手術が必要である。そ

して第３癌、第４癌に備えて厳重な経過観察が必要と考える。

また、足立先生より胸部CTで胸膜嵌入部における癌の胸膜浸潤の診断について貴重なコ

メントを御教示いただいた。

〔西部症例〕 提出者：国立米子病院 中 村 廣 繁

症例�：５７歳、女性

主 訴：咳嗽

現病歴：毎年肺癌検診を受けるが、異常を指摘されたことはなかった。最終受診は平成１３年８月９

日。平成１３年１２月頃から咳嗽を生じ、平成１４年２月６日、近医を受診して胸部Ｘ線異常陰

影を指摘され、当院を紹介受診した。

臨床経過：胸部Ｘ線で右下肺野に約５㎝大の腫瘤を認め、平成１３年８月の検診写真でも右乳頭と重

なる部位に約１㎝大の異常陰影を指摘できる。胸部CTでは右S８からS４にかけて葉間を越

える腫瘍を認め、気管分岐部のリンパ節腫大も認めた。気管支鏡下生検で肺癌と診断され、

右肺中下葉切除＋リンパ節郭清を施行した。病理では、腺扁平上皮癌、腫瘍径５０×４０×４９

㎜、pT３N２M０、�Aと診断された。術後に放射線、化学療法を施行して軽快退院となった

が、術後１１ケ月で脳転移のため癌死された。

本症例は毎年検診を受けていたにもかかわらず、自覚症状により肺癌が発見されるといういわゆる

!検診間発見肺癌"の症例である。検診間発見肺癌の特徴としては１）進行の早い肺癌、２）肺門部
の肺癌、３）検診での見落とし肺癌などが考えられるが、本症例は腺扁平上皮癌で悪性度が高くて進

行が早かったことと、検診において正常構造との重なりのため見落とされた可能性が高いと考えられ

た。検診間発見肺癌は肺癌検診のLength bias（検診では単に進行度の遅い予後のいい肺癌しか発見

していない）の問題や精度管理を考える上で重要であり、症例を解析していく必要があると考えられ

た。
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症例�：７０歳、男性

主 訴：胸部Ｘ線異常陰影

現病歴：平成１０年、１１年、１２年は検診を受けるが異常を指摘されなかった。平成１３年は検診を受け

ず。平成１４年１０月１５日検診でＤ判定（右下肺野）となり、保健所を受診後、要精査となり

当院を受診した。

臨床経過：胸部Ｘ線で右下肺野の横隔膜上に異常陰影を認めた。胸部CTで下葉S１０を中心に８cm

大の腫瘍を認めた。エコーガイド下の生検で肺癌を疑われ、右肺下葉切除＋リンパ節郭清

が行われた。腫瘍径８５×７０×６５mm、粘液産生型の肺腺癌で、pT２N２M０、stage IIIAの進

行肺癌と診断された。現在、術後の化学療法を施行中である。

検診は本来、腫瘍径の小さな早期肺がんを発見することが目的であるが、意に反してしばしな大き

な進行癌が発見される。その理由として、１）進行の早い悪性度の高い肺癌、２）初回検診もしくは

前年検診を受けていない、３）検診における見落としなどが考えられる。本症例は前年検診を受けて

いなかったこと。腫瘍が右横隔膜と重なり、発見が遅れたことが要因と考えられた。平成１３年度の鳥

取県の検診で発見された肺癌３０例を解析すると、平均腫瘍径は３３．５㎜で５㎝以上のものが３例あった。

これらの症例を検討して発見が遅れた要因を解析することは、検診間発見肺癌と同様に肺癌検診の精

度管理を考える上で重要な問題であると考えられた。
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４．乳がん検診症例研究会

日 時 平成１４年８月１０日（土） 午後４時

場 所 鳥取県中部医師会館

〔東部症例〕 提出者：鳥取市立病院 渡 辺 直 樹

５８歳、女性

平成５年８月９日に右側乳癌t３ n０M０ scirrhous, f, EIC（＋）, ly１, v１，にてBt＋Ax＋Mj＋Mnを施行さ

れている。術後２年間はTMA＋５’―DFURにてコントロールされていた。

その後も外来にて再発の定期的なチェックを行っていた。

本年９年目の定期検診にて健常側のMMG施行。ltE領域にFine linear, clustered、カテゴリー�の

異常陰影をみとめ、同部よりABC施行した。当院ではMMGガイド下での穿刺設備はなく、USでも

病巣は判然としないため、Blindにて、穿刺を行った。細胞診にて乳癌の診断を得て手術となった。

平成１４年７月１５日 Bt＋Ax（Level�）を施行。病理結果はt２ n０M０ sentinel LN（―）で、truly nega-

tive, papillo―tubular adenocarcinoma F, EIC（＋）大半はDCISの像を呈しつつ乳腺全体に伸展してい

た。

乳癌術後の経過観察の有効性においてほぼ唯一Evidenceが得られているのは対側MMGである。こ

れによって対側術後９年目に早期に発見された非触知乳癌について、そのMMGとともに供覧した。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 足 立 洋 心

４４歳、女性

現病歴では検診は毎年受診しており、平成１３年１１月６日町の検診にて左乳房の腫瘤を指摘され、平

成１３年１１月１１日当科受診となる局所所見として左乳房Careaに径２㎝大のhard tumorを触知、境界は

不明瞭であった。マモグラフィでは左のＣ領域に２０×１７㎜の円形の濃厚な腫瘤陰影を認めた。

Spiculaはあったが、微小石灰化は認めず、カテゴリー�であった。エコーでは左乳房のCareaに径２０

mm大のlow desity areaを認めた。形状は不整、辺縁は不整であり、内部エコーは不均一であった。

ABCがclass Vであった。手術は乳房温存手術（Bp＋Ax）を行い、術後５０Gの放射線療法を施行した。

組織はsolid―tubular type n０で、ER（－）、PgR（－）、HER２（３＋）であった。術後化学療法として、

CEFを施行するも副作用が強く、タキソテールに変更した。検診にて早期に発見し、治療した一例

を報告した。

〔西部症例〕 提供者：博愛病院 村 田 陽 子

５７才、女性

毎年乳癌検診を受け、平成１２年６月は異常なし。平成１３年１２月乳房視触診検診で左乳房腫瘤を指摘

された。以前自己検診を指導されてからときどき行っていたが、座位のみで行っており、今回の腫瘤

には全く気づかなかった。

触診所見：左Ｃ領域乳頭よりに、３㎝大の腫瘤を触知。比較的大きい乳房で、座位ではわかりにく

かった。

MMG所見：spiculated tumorあり、カテゴリー５

US所見：典型的硬癌の所見を示す。背景に乳腺症あり、low density areaが散在。

MRM所見：主腫瘤以外に、明らかに濃染される小腫瘤を２カ所に認めた。
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穿刺吸引細胞診：硬癌

手 術：多発癌として、胸筋温存乳房切除術施行。MRMで認められた小腫瘤も、径３mmの硬癌

であった。

せっかく自己検診を行いながら、３㎝の腫瘤を発見できなかった症例である。個人の乳房の状態に

即した正しい自己検診方法の指導が必要である。

また、５㎜以下の非触知乳癌が、すでに浸潤癌として発見された。乳癌検診への、画像診断の導入

が望まれる。
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５．大腸がん検診症例研究会

日 時 平成１４年８月８日（木） 午後４時

場 所 鳥取県健康会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取県立中央病院 津 本 順 史

７８歳、男性

現病歴：平成１４年５月３１日大腸がん検診受診。便Hb２日法で両日とも陽性となった。６月１９日近

医にて大腸Ｘ線検査を受け下行結腸にapple coreおよびＳ状結腸にいくつかpolypを指摘

された。６月２５日当院紹介受診。

身体所見：右下腹部にクルミ大の腫瘤を触知。

血液生化学所見：CEA３．３CA１９―９１５．７他、特記すべきものなし。

大腸内視鏡検査およびpolypectomy結果（７月９日）

� 下行結腸 ２型 wel（biopsy）

� Ｓ状結腸 Ip１５×１０㎜ wel sm２ly１ v２（polypectomy）

� Ｓ状結腸 Ip１２×７㎜ TVA（polypectomy）

� Ｓ状結腸 Is１０×８㎜ mod sm２ly１ v２（polypectomy）

Ｓ状結腸の２病変で深達度がsm２であったため下行結腸およびＳ状結腸切除術をおこなっ

た（７月２２日）

２型３５×４０㎜ D mod se ly２ v２ n１ stage IIIa curA

検 討：Ｓ状結腸の２病変についてＸ線検査および内視鏡検査で深達度が判断できるかどうか検討

された。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 嵯峨山 敦

４９歳、女性

現病歴：平成１４年５月、右下腹部痛のため当院受診。右下腹部に小児頭大の腫瘤を触知。腫瘤は表

面不整、硬、拍動なし、圧痛あり。

腹部単純Ｘ線：右下腹部に小児頭大の糞便塊を認めた。

腹部超音波：触知した小児頭大の腫瘤の肛門側に、pseudokidneyサインを伴う腫瘤を認めた。

腹部CT：右下腹部に径１０㎝の糞便塊があり、その肛門側に造影効果がある不整な大腸壁の肥厚を

認め、大腸癌を疑った。

注腸造影：上行結腸に全周性狭窄を認めた。

大腸内視鏡：上行結腸に、２‘―typeの腫瘍を認めた。

手 術：右半結腸切除術、P０H０N（－）M（－）SS、stage II。

検 討：大腸癌の診断には、腹部超音波も有用な場合があるため、積極的に施行することも重要と

考えられた。
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〔西部症例〕 提出者：鳥取大学第二内科
（現 細田内科医院）

細 田 明 秀

６７才、男性

現病歴：平成１２年１０月末より排便困難が出現し、鳥取大学第二内科を受診。下部消化管の精査を受

ける。注腸検査では直腸（Rb）前壁に約１０㎜大の扁平隆起性病変を認めた。大腸内視鏡

検査では同部の病変は中心が発赤陥凹した扁平隆起性病変であった。

検 討：検討会での診断は肉眼型が�a＋�cで深達度smの早期癌と考えられるとのことであり、

注腸透視と内視鏡所見より深達度についての議論が行われた。

経 過：初回の内視鏡所見では病変の隆起立ち上がり部分の粘膜はやや浮腫状であるがほぼ正常粘

膜であり、陥凹部分も発赤は強いものの、結節・顆粒・絨毛状変化などの腫瘍性変化を疑

う所見は乏しく、生検組織所見では悪性像は見られず、平滑筋線維と繊維組織の増生（fi-

bromuscular obliteration）を認めたことより粘膜脱症候群と診断した。また、緩下剤の

使用と排便時間の短縮により、症状および内視鏡所見はともに軽快した。

コメント：会場より拡大内視鏡、超音波内視鏡の検討が必要であるとのコメントをいただいた。
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６．肝臓がん検診症例研究会

日 時 平成１５年２月２２日（土） 午後４時

場 所 鳥取県西部医師会館

東・中・西部地区より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 松 田 裕 之

６７歳、女性

既往歴：昭和５５年子宮筋腫手術の際輸血施行される

家族歴・飲酒歴：特記事項認めず

現病歴：平成９年肝臓がん検診の際、HCV抗体陽性を指摘され、平成１０年６月精査のため当院初

診、HCV―RNA陽性よりＣ型慢性肝炎と診断される。以来、定期経過観察中、平成１３年６

月超音波検査上肝SOLを指摘され、精査のため入院。

入院時検査成績：GOT２２U／l、GPT１６U／l、Alb４．０g／dl、T. Bil０．９mg／dl、PT１１２％、ICG５％、

AFP ６ng／ml

画像診断のまとめ：超音波検査 S６径１０mm hyper―echoic lesion

ダイナミックCT 同部 iso ～ high ～ iso

ダイナミックMR 同部 T１WI low, T２WI high, Early enhancement（＋）

DSA 同部 tumor stain（＋）

CT―AP 同部 defect（＋）

CT―A 同部 stain（＋）

以上より、Ｃ型慢性肝炎に合併した肝細胞癌と診断された。

診 断：肝細胞癌、T１・臨床病期１期

治 療：平成１３年７月S６腫瘍に対し、経カテーテル的肝動脈塞栓術施行。初回治療時、S３、S７に

A―P shuntが認められ、腫瘍の肝内転移または多中心性発癌が危惧されたが、治療後１年

４か月後のダイナミックCT所見では再発は認められていない。

考 察：肝臓がん検診によりＣ型慢性肝炎を指摘され、定期超音波検査により小肝細胞癌が診断さ

れた典型的症例。トランスアミナーゼが安定した経過を呈する症例であっても、慢性肝炎

症例のフォローアップにおける定期超音波検査の重要性があらためて認識された。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 佐 藤 徹

６２歳、男性

現病歴：昭和５２年より慢性肝炎ありと指摘されていた。平成６年よりＣ型慢性肝炎にて近医で加療

されていたが、肝機能不安定でありインターフェロン治療目的に平成８年２月当院精査入

院。GOT ９０IU／l、GPT ２２２IU／l、γ―GTP １８０IU／l、血小板１１万、HCV―RNA１．２０MEQ／

ml、肝組織HAIscore（４，３，３），f＝２、インターフェロンβにて８週間治療。その後肝機

能はほぼ正常化、HCV―RNA陰性となった。以後定期検査していなかった。平成１３年４月

の検診にて便潜血陽性を指摘され、同年５月９日当院受診。肝機能の精査も勧めた。

GOT３０IU／l、GPT４６IU／l、γ―GTP４７IU／l、血小板１３．３万、HCV―RNA定性陰性。以後

定期検査中、平成１４年９月１２日の腹部エコー、９月２０日腹部CT、１０月２４日腹部MRIにて
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肝S８に約２㎝大のSOLあり１０月２９日血管造影、CTAP、CTA施行した。

血管造影時の検査所見：血小板１５．３万、PT １１．２秒、GOT ３１IU／l、GPT ４４IU／l、γ―GTP ３９IU／l、

T. Bil １．０mg／dl、ICG１５’７％、AFP３．９ng／ml、PIVKA―II ５７５mAU／ml、HCV―RNA定

性陰性。

画像診断所見：

腹部超音波；S８に約２㎝大のhyper―echoic lesion

腹部dynamic CT；同部、造影前low、early phase high、delayed phase lowの約２㎝の腫

瘤

腹部MRI；同部、T１WI low、T２WI high、Feridexのとりこみのない境界明瞭な約２㎝大

の腫瘤。

血管造影；同部、tumor stain（＋）

CTAP／CTA；同部、defect／stain

以上より肝細胞癌と診断した。

治 療：血管造影時TAE施行、lipiodolの入り不足の部位あり、追加治療検討目的に鳥取大学第二

内科紹介。１２月４日ラジオ波焼灼療法施行された。またこの時点での肝組織はHAIscore

（１，１，１），f＝１でありインターフェロン治療による改善が認められた。

考 察：Ｃ型慢性肝炎に対するインターフェロン治療にてHCV―RNA定性陰性化し、治療約６年後

に発見された肝細胞癌の一例である。インターフェロン治療にて著効であり、本人定期検

査をしていなかったが、幸いにも治療可能な時期に発見された。定期検査の勧奨を充分に

行う必要を感じさせられた一例であった。

〔西部症例〕 提出者：鳥大医第２内科 川 上 万 里

症例１：６５歳、男性

既往歴：８歳 左肘骨折 ３０歳 虫垂炎切除術 ６０歳帯状疱疹

家族歴：妻HBsAb陽性、二子がHBsAg陽性

生活歴：喫煙歴 なし 飲酒歴 ビール３５０ml／日×４０年 輸血歴 なし

現病歴：５０歳と５６歳の時、慢性Ｂ型肝炎として、他院にてインターフェロン治療を受けた。その後、

通院を自己判断にて中断した。平成１４年１０月２８日、感冒症状にて近医受診し、肝機能異常

を指摘されて、当科紹介された。外来にて腹部エコー検査上異常陰影を認めたため、精査

加療目的にて入院となった。

検査成績：TB１．２mg／dl alb３．７g／dl AST４１IU／L ALT４５IU／L ALP３２４IU／L PT６４．４％ ICGR１５

１６％ AFP４６５９０ng／dl L３９２．９％ PIVKA―II １３６３mAU／ml HBs Ag（＋）HBe Ag（－）

HBe Ab（＋）HBc Ab（＋）HBV―DNA（TMA）４．２LGE／mL P―III―P０．６０U／mL �型 col-

lagen７S６．２ng／mL ヒアルロン酸１８０ng／mL

画像診断：腹部超音波検査S７／８に６cm大のhaloを伴ったmosaic patternのSOL、S６に肝外突出型で

２．５cm大のhaloを伴ったmosaic patternのSOL

dynamic CT検査S７／８、S６の腫瘍は共に被膜濃染、内部low density areaを伴う腫瘍濃染

を呈した。

CT―AP／CT―A CT―APにてS７／８、S６の腫瘍は共に灌流欠損を認めた。S７／８腫瘍よりex-

travasationを認め、腫瘍ruptureが疑われた。

治 療：両腫瘍共にHCCと診断し、S７／８腫瘍に対してTAEを行った。その後治療法再検討したが、
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切除術の適応はなく、TAEを再施行した。

症例２：５７歳、女性

主 訴：上腹部不快感 食欲低下

既往歴：５４歳～パーキンソン病

家族歴：夫がHBsAb陽性 二子がHBsAg陽性

飲酒歴 なし 輸血歴 ２４歳出産時に少量あり

薬剤歴 抗パーキンソン病薬（ECドパール）

現病歴：５４歳時よりパーキンソン病にて他院通院加療していたが、血液検査にて肝機能異常を指摘

されたことはなかった。平成１４年９月より上腹部不快感および食欲低下が出現したため、

１１月近医受診した。血液検査および腹部超音波検査上異常所見を認め、当院紹介となった。

検査成績：TB１．５mg／dl alb３．３g／dl AST１０８IU／L ALT５７IU／L ALP２８６IU／L PT５７．９％ ICGR

１５４１％ AFP１２２６０００ng／dl L３９２．９％ PIVKA―II４３９２００mAU／ml HBs―Ag（＋）HBe Ag

（＋）HBe Ab（－）HBc Ab（＋）HBV―DNA（TMA）７．４LGE／mL P―III―P１．２U／mL �型

collagen７S１２ng／mL ヒアルロン酸１１０ng／mL

画像診断：腹部超音波検査 左葉全体が腫瘍に置き換わっていた。また門脈に塞栓があり、cav-

ernous transformationを認めた。

dynamic CT検査 左葉全体が一塊の腫瘍を形成していた。下大静脈内に腫瘍塞栓を認め

た。

CT―AP／CT―A 両葉に多数の腫瘍濃染を認め、左葉は新生血管の増生多数で、大きな腫

瘍濃染を認め、A―P、A―Vシャントを形成していた。また下大静脈内に腫瘍塞栓を認め

た。

経 過：無治療。３カ月後死去した。

考 察：いずれもHBVキャリアーであったが、根治不能の状態であった。Ｂ型肝炎ウイルスキャ

リアはたとえ肝機能検査に異常を認めず、またHBe―Abが陽性化していても、半年に一回

の超音波、腫瘍マーカーのチェックが必要である。
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７．各地区がん検診症例検討会開催状況

事業名

東 部 中 部 西 部 合 計

回

数
症例数

参加者

延べ数

回

数
症例数

参加者

延べ数

回

数
症例数

参加者

延べ数

回

数
症例数

参加者

延べ数

胃 が ん １５ ３２ ５１３ ７ ２０ １７４ ２０ ３，０９１ ４５５ ４２ ３，１４３ １，１４２

子 宮 が ん ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

肺 が ん ３ １２ ５７ ７ ２８ ９８ １２ １２２ ８６ ２２ １６２ ２４１

乳 が ん １ １５ ３３ １ ６ １６ １ ５ ４３ ３ ２６ ９２

大 腸 が ん ９ １０ ２９８ ８ １８ ２１３ ２０ １７５ ４５５ ３７ ２０３ ９６６

合 計 ２８回 ２３回 ５３回 １０４回
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�．各がん検診精密検査医療機関登録について

平成１０年度鳥取県成人病検診管理指導協議会総合部会及び各がん部会並びに鳥取県健康対策協議会

各がん対策専門委員会において、がん検診の有効性向上のため、精度管理上、各がん検診精密検査医

療機関登録の登録基準について、統一基準が決定し、これに基づき、各がん検診精密検査医療機関登

録実施要綱等が次のとおり改正され、平成１１年度以降の登録更新から適用することとしております。

なお、登録手続きは従来と同様に、地区医師会経由で申請を受付ます。ご不明の点がありましたら、

鳥取県健康対策協議会事務局（!０８５７―２７―５５６６）へお問い合わせ下されば幸いです。

記

１．改正の要点

� 平成１１年度以降の登録更新から従事者講習会等の出席状況を点数化し、点数基準を満たしたも

のについてのみ登録する。

� 登録基準点数は原則として、従事者講習会は５点、各地区症例検討会等、各ブロック学会等は

３点とする。

� 点数の取得は担当医師ごととし、申請書の様式は、出席状況が確認できるよう改正を行う。

� 新規開業、県外転入等の場合についても同様に取り扱う。

� 担当医師が非常勤の場合は登録を認めない。

２．次回の更新時期

平成１５年度より登録期間が、３年間となりましたので、ご留意下さい。

名 称 現在の登録期間 次回更新手続き時期
従事者講習会等

受講点数対象期間

胃がん検診精密検査 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１ Ｈ１７年度中 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１

子宮がん検診精密検査 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１ Ｈ１７年度中 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１

肺がん検診精密検査 Ｈ１４．４．１～Ｈ１７．３．３１ Ｈ１６年度中 Ｈ１４．４．１～Ｈ１７．３．３１

乳がん検診精密検査 Ｈ１４．４．１～Ｈ１７．３．３１ Ｈ１６年度中 Ｈ１４．４．１～Ｈ１７．３．３１

大腸がん検診精密検査

（注腸Ｘ線）
Ｈ１４．４．１～Ｈ１７．３．３１ Ｈ１６年度中 Ｈ１４．４．１～Ｈ１７．３．３１

肝臓がん検診精密検査 Ｈ１３．４．１～Ｈ１６．３．３１ Ｈ１５年度中 Ｈ１３．４．１～Ｈ１６．３．３１

肺がん一次検診 Ｈ１４．４．１～Ｈ１７．３．３１ Ｈ１６年度中 Ｈ１４．４．１～Ｈ１７．３．３１

乳がん一次検診 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１ Ｈ１７年度中 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１
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あ と が き

検診事業の運営上、重要な一面を占める精度管理については、成人病検診管理指導協議会の各部会

と鳥取県健康対策協議会の各検診対策専門委員会との合同会議で検討を重ね、会長の言葉にもあるよ

うに一層の向上に努めております。

鳥取県で実施している各種がん検診の実績を全て公表し、精度管理について評価、批判を戴くため

の報告書の第９報です。

この報告書は単年度のがん検診の詳細な全体像も一覧いただけるものと考えます。この点において

も参考にして戴ければ幸いです。

ただ、がん検診実績は追跡調査、予後調査まで含まれているため、前年度の実績内容となっており

ますので、ご承知下さい。

編集にあたり、各部会長、各専門委員長の先生方には多々御助言を戴きました。厚く御礼申し上げ

ます。

最後に、発刊に際し、県医師会常任理事岡本公男先生に御指導をいただきました。また、県医師会

事務局の岩垣陽子さん、小林昭弘さんには何時もの様に強力なお手伝を頂きました。

皆様に心から御礼申し上げます。

鳥取県健康対策協議会

理 事 宮 � 博 実
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